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図 3　ホドード地区およびボガント町北東部における森林分布範囲の比較

DS1026-1037DF053 (October 31, 1965). LC08_L2SP_131026_20220801_20220806_02_T1 (August 1, 
2022). CORONA and Landsat 8 images courtesy of the U.S. Geological Survey.
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図 4　ボガント町南部における森林分布範囲の比較

DS1026-1037DF054 (October 31, 1965). LC08_L2SP_131026_20220801_20220806_02_T1 (August 1, 
2022). CORONA and Landsat 8 images courtesy of the U.S. Geological Survey.



表 1　使用した衛星画像に関する情報

1960年代の衛星画像
衛星名称 ミッション ID 撮影年月日
CORONA KH-4A DS1026-1037DF053 1965年10月31日

DS1026-1037DF054 1965年10月31日
2020年代の衛星画像

衛星名称 ID 観測年月日
Landsat 8 LC08_L2SP_131026_20220801_20220806_02_T1 2022年8月1日

（すずき・こうへい　東京農業大学地域環境科学部） 

（わたなべ・みつこ　文教大学国際学部） 

（たきぐち・りょう　モンゴル日本人材開発センター） 

（かみじょう・たかし　筑波大学生命環境系） 

（やまなか・のりかず　鳥取大学乾燥地研究センター）

（付記：本論文は、本誌の規定にもとづき、査読をおこなった。）
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〈義経＝ジンギスカン説〉と 
映画演劇における「チンギスハーン」

木　村　理　子

はじめに

日本には源義経とチンギスハーン 1を同一視する〈義経=ジンギスカン説〉2が存在する。

荒唐無稽な偽説である一方、源義経（1159-89）とチンギスハーン（1162?-1227）が同時代同

世代の人物であった点や、チンギスハーンの活躍の時期が義経の死後であったと思われる

点など、時期的合致は興味深いものである。

近代日本における〈義経=ジンギスカン説〉の流布は末松謙澄 3（1855-1920）が1879年に

英国のケンブリッジ大学で卒業論文として発表したThe identity of the great conqueror 

Genghis Khan with the Japanese hero Yoshitsunéに始まる。この論文の種本は「義経大陸渡航

説」を展開したシーボルト 4（1796-1866）の『日本』あたりであったらしいが［土井　

2005:53］、末松の論文を福澤諭吉門下の内田弥八（1860-91）が邦訳、1886年に内田の邦訳

本が『義経再興記』として刊行されると、〈義経=ジンギスカン説〉は流布されることとなる。

末松は1886年結成の演劇改良会の発起人であり、伊藤博文の娘婿である。演劇改良会は、

第一次伊藤博文内閣時代、「鹿鳴館時代」と称された時代に、末松や渋沢らをはじめとする

政治家・財界人・有識者らが中心となって演劇改良運動の展開を目指し、歌舞伎の近代化

のために結成した会である。なお、井上馨の辞任、極端な欧化政策への反発などがあり、演

劇改良会は1888年に自然消滅するが、結成翌年の1887年には外務大臣井上馨邸の仮設舞

台で天覧劇（明治天皇の叡覧を賜った初日の歌舞伎公演）を実現させている。そして、その

天覧劇の最初の演目は義経が登場する『勧進帳』である。さらに、そのときの演出は、西洋

演劇観に基づいて演劇改良論を唱えていた末松によるものであった。

このように末松が中心になって結成した演劇改良会による天覧劇の実現、天覧劇おける

『勧進帳』の上演、それに先駆けての末松による英国での論文発表、そして、内田による邦

訳と演劇改良会結成の年における『義経再興記』の刊行、それらに始まる〈義経=ジンギス

1 明治から昭和初期の表記はジンギスカン（漢字表記は成吉思汗）。本稿では「チンギスハーン」
を用いる。

2 明治から昭和初期に流布した説なので「義経=ジンギスカン説」と記す。
3 明治から大正期のジャーナリスト・政治家・歴史家。
4 フィリップ・フランツ・フォン・シーボルト。ドイツ人。1823年来日。長崎出島のオランダ商
館医。オランダに戻り『日本』（1832-52）刊行。
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カン説〉の流布、そこには一連の流れが存在し、末松らによる〈義経=ジンギスカン説〉の

流布は、政府機関の一つともいえる演劇改良会と関わりがあった点で、当時の日本の政策

に沿って行われたものであろう。

その後、20世紀に入ると、1924年に小谷部全一郎（1868-1941）が『成吉思汗ハ源義経也』

を刊行する。そして、小谷部の『成吉思汗ハ源義経也』は〈義経=ジンギスカン説〉を再び

日本国内に流布させることとなる。さらに、戦後、小谷部の『成吉思汗ハ源義経也』の影響

を受けたと思われる高木彬光の小説『成吉思汗の秘密』（1958年）、井上靖の小説『蒼き狼』

（1959-60年）などによって小谷部の『成吉思汗ハ源義経也』の影響は現代にまで及ぶこと

になる。

ところで、小谷部は青年期に『義経再興記』に惹きつけられ、その影響を受け『成吉思汗

ハ源義経也』5を執筆したらしい［土井　2005:52-53］。しかし、小谷部による『成吉思汗ハ源

義経也』の刊行と当時の日本の政策との関わりについては不明である。

一方、小谷部の『成吉思汗ハ源義経也』は、コミンテルン（1919-43）が各国の支部と協調

して世界同時的にプロレタリア文化運動を展開していた時期、まさにモンゴル人民共和国

が成立した1924年に刊行されている。この点にコミンテルンとの関わりが感じられるが、

小谷部とコミンテルンとの関わりについては不明である。なお、コミンテルンに関しては、

モンゴル 6においては「その使命が実現された」とみなされている 7。それは1924年にモンゴ

ル人民共和国が成立しているからであろう。1920-30年代のモンゴル人民共和国の演劇・

文学・映画・音楽・新聞・美術などの文化全般、すべて例外なく、コミンテルンによる宣伝

活動の手段としてコミンテルンの政策に沿って形成されたものである。

ところで、日本においては、1920-30年代、世界同時的にコミンテルンが展開した宣伝活

動に伴う「少数民族の演劇」建設は「プロレタリア演劇運動」と称されている。当時、日本

とモンゴルは、ともにコミンテルンの「極東諸民族」に所属、1920-30年代、日本とモンゴ

ルはモスクワやドイツから新しい演劇建設の方法とモデルの導入を受け、プロレタリア演

劇運動をそれぞれ展開していた。たとえば、1932年にコミンテルン執行委員会に依って「第

2回国際革命演劇同盟 (MOPT)幹部会拡大プレナム」がモスクワ劇場労働者クラブで開催さ

れたが、日本からもモンゴルからも代表団が参加している [プロレタリア演劇 1933: 40]。

日本やモンゴルでは、1920-30年代のコミンテルン期に新しい演劇の建設が進められた

が、コミンテルン期のソヴエート同盟共産党の演劇政策における「少数民族の演劇」建設
5 当初の書名は『満蒙踏査・義経復興記』である［土井　2005:211］。当初の書名には『義経再興記』
の影響がうかがえるが、出版社の意向で『成吉思汗ハ源義経也』となった［土井　2005:211］。

6 清朝下における「外モンゴル」。1924年以降「モンゴル人民共和国」。1992年以降「モンゴル国」。
7 「モンゴルを唯一の例外としてコミンテルンの使命はそれが存続した1919年から1943年の期
間に実現されることはなかった」［マクダーマットほか　1998:16］
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には「プロレタリアートの伝統を全く有していない民族においては、その民族特有の制度、

習慣、叙事詩、抒情詩の諸要素を利用しなくてはならない」［杉本1930:21］とあり、1920-

30年代のコミンテルンによる世界同時的「少数民族の演劇」建設は、コミンテルンが、ロ

シアやドイツの経験の模倣を推奨し、各国の民族文化を改良に向かわせる方法で行ったも

のである。

コミンテルンは1919年に創設されたが、のちに演劇建設へと向かうその宣伝活動は、初

期段階では軍を拠点に展開されている。たとえば、モンゴルではロシア赤軍の宣伝隊の活

動をモデルにして1921年に軍官学校を拠点にコミンテルンによる宣伝活動が開始された

が、1922年にその拠点は青年同盟に移され、コミンテルン期以降も社会主義期を通して国

の宣伝活動はモンゴル革命青年同盟の任務として遂行されてきている。コミンテルン期に

はモンゴル革命青年同盟の宣伝活動の拠点から劇場や革命作家グループなどが誕生、モン

ゴル人民共和国の劇場や作家同盟の活動もモンゴル革命青年同盟の活動にあたるものであ

る。なお、モンゴル青年同盟は1921年8月25日に共産主義青年インターナショナルの指導

に則り創設された組織であり、創設当時は「天命を革める全モンゴル青年同盟」という名

称であったが、1924年にモンゴル人民共和国が成立すると、1925年に「モンゴル革命青年

同盟」に改称されている［URTNASAN 1983: 3］。そして、1990年の民主化後もモンゴル青

年同盟はその名称から「革命」を外して存続、さらに、民主化後、各党に宣伝活動を担う青

年組織が創設されている。

本稿では、コミンテルンによる「民族特有の諸要素」の利用と、近代日本における〈義経

＝ジンギスカン説〉の流布に着目しながら、チンギスハーンを題材にした映画や舞台作品

の特色などを紹介すると同時に、日本の演劇改良運動やコミンテルン期の宣伝活動と関わ

る「少数民族の演劇」建設のための演劇政策について論じる次第である。

小谷部全一郎の時代

最初に『成吉思汗ハ源義経也』の著者小谷部全一郎の経歴に着目したい。小谷部は1885

年頃から北海道を放浪、1888年に渡米、1889年にハンプトン実業学校、1890-94年にハワー

ド大学神学部、1894-95年にイェール大学神学部で学んでいる。その後、1895-97年にハワイ・

マウイ島で布教活動に従事、1897年にイェール大学に戻り、1898年に帰国、1899年には

横浜の教会で牧師として働き、1901年に北海道に移住、1904年に虻田学園（私立実業補習

学校）を創立し、1909年まで北海道でアイヌ民族の救済と教育に尽力している 8。その後、

皇典講究所や國學院大學、神宮奉斎会の講師となり［土井 2005: 174］、1919年に日本陸軍

8 1900年に小谷部が結成した「北海道旧土人救育会」には二条基弘・加藤政之助・片岡健吉・坪
井正五郎・板垣退助・大隈重信・近衛篤麿・辻新次らが参加した［土井　2005:137］。
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省の試験を受け［土井　2005: 180-183］、日本陸軍通訳官としてシベリアに赴き、モンゴル

踏査を果たした後、1920年に帰国、帰国後、軍功により勳六等旭日章を受章するが［土井　

2005: 206-207］、1921年に陸軍大学校教授就任の話を辞退し陸軍省を辞職［土井　2005: 

206］、辞職後、1923年に『成吉思汗ハ源義経也』を完成させ［土井　2005: 211］、1924年に

刊行している。

小谷部について着目したい点は、イェール大学神学部を片山潜（1859-1933）と同期卒業

している点である［土井 2005:116-117］。片山は、1895年にイェール大学神学部を卒業した

後、翌1896年に帰国、日本初の労働組合運動に尽力した後、1903年に再び渡米、1904年に

帰国すると、逮捕、恩赦を経て、1914年にアメリカに亡命、1917年のロシア革命後、1919

年にコミンテルンが創設されると、北米で共産党の活動に従事、メキシコで共産党結党に

尽力した後、1921年に北米からモスクワに渡り、コミンテルンの常任執行委員に就任した

人物である。なお、19世紀末における小谷部と片山の親交は確認できるが 9、コミンテルン

創設後の1919年以降における両者の交流については不明である。

そこで、コミンテルンの政策区分［マクダーマット他　1998:18-19］に沿って1919年以

降の小谷部の主な活動を見てゆくと、第一期（1919-23）においては、1919年に日本陸軍通

訳官としてシベリアに赴き、モンゴル踏査を果たした後、1920年にシベリアから帰国、

1921年に陸軍省を辞職し、1923年に『成吉思汗ハ源義経也』を完成させている。第二期

（1924-28）に入ると、モンゴル人民共和国成立の1924年に『成吉思汗ハ源義経也』を刊行、

さらに、第三期（1928-33）の1929年に『日本及び日本国民之起原』10を刊行し、その後、コ

ミンテルン解散期にあたる第五期（1939-43）の1941年に心不全で他界している［土井　

2005: 239］。ちなみに、1941年はコミンテルン最後の幹部らが粛清された年でもあり、小

谷部の1919年以降の活動はコミンテルン創設の年に始まり、コミンテルン解散期に終了し

ている。

1919年に小谷部が日本陸軍省の試験を受けたのはモンゴルの地で〈義経=ジンギスカン

説〉に関する調査を行うためであったが、同時期、コミンテルンも学術調査隊をモンゴル

9 イェール大学神学部の集合写真に両者の姿がある［土井　2005:117］。片山の自伝には「當時
エールには横井時雄、木村俊吉、杉田金之助、小谷部全一郎及千葉鐵藏など豪傑奇人無神論者
法學者が居る、綱島佳吉も居つた」とある［片山　1954:193］。新札幌史第三巻通史3の（小谷
部の建議）には、片山が「小谷部全一郎氏と北海の土人」を発表したと記されてある。なお、
片山の自伝の「福澤諭吉先生につき」には［片山　1954:118-122］、片山が福澤の演説を聴きに
行ったときの様子が演説概要とともに記されてある。片山が「福澤諭吉先生」と記している点
に福澤への敬意が感じられるが、福澤については「頗る実利主義の人であったように感じた」
と評している。なお、その福澤諭吉門下の内田が1886年に『義経再興記』を出版している。

10 日本人の祖先は「ヘブライ人であってユダヤ人と血統が同一である」と論じた作品。「起原」
としたのは『成吉思汗ハ源義経也』に「源」の文字があるので、「源」の使用を避けたのであろう。
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に派遣、モンゴル全土において地理・風土・風俗・文化・宗教・習慣・制度などの調査を開

始している［木村　2003:64］。当時のコミンテルンによるモンゴル調査はコミンテルンの

政策に沿ったものであり、民族特有の諸要素の特定を目的とした調査であったと思われる。

小谷部については、シベリア赴任後、チタに着任 [土井　2005:184]、その後、1年2か月

の滞在中、アガを経由して [小谷部2018:143]、外モンゴル(現モンゴル国 )に入っている [小

谷部2018:142-163]。当時、日本は1918年に日華共同防敵軍事協定を締結、それにより日本

陸軍のモンゴル入境が可能になっていた時期である。

そして、その後、小谷部は1920年9月にシベリアから帰国、帰国後、陸軍省を辞職するが、

辞職理由については不明である。小谷部が日本陸軍通訳官としてシベリアに赴任した1919

年は日本軍が1918年8月から日米共同でシベリア出兵していた時期である。米軍は1920年

1月に撤退を表明、日本軍の撤退は1922年10月になってからのことであり、小谷部が所属

する師団は1920年9月に帰国することになったので［土井　2005:206］、小谷部のシベリア

滞在は日本軍が米軍と行動をともにした日米共同出兵の時期と重なる。北米留学経験者ゆ

え米軍との間の通訳であったのであろう。一方、片山は1922年5月にモスクワから日本軍

駐屯中のシベリアに赴き、反戦運動に参加しているが、それは小谷部が帰国した後のこと

である［土井　2005:187-188］。

小谷部には、北米での片山との親交、モンゴル人民共和国成立の1924年における『成吉

思汗ハ源義経也』の刊行など、コミンテルンとの関わりを意識させる要素が存在する。し

かし、小谷部とコミンテルンとの関わりについては不明である。なお、当時のコミンテル

ンの政策は極秘事項でもある［下地 1931:2］。さらに、小谷部の『成吉思汗ハ源義経也』と

日本陸軍との関わりについても不明である。小谷部による『成吉思汗ハ源義経也』の執筆

刊行は陸軍省辞職後のことであり、刊行後に小谷部は日本の学者らから一斉反発を受けた

ので、『成吉思汗ハ源義経也』と日本の政策との関わりについても定かではない。

モンゴル人民共和国における『小さな英雄テムジン』

19世紀末にイェール大学神学部を小谷部と同期卒業した片山は、1919年にコミンテル

ンが創設されると、コミンテルンの活動に従事、1922年にモスクワで開催された第一回極

東諸民族大会に日本代表団の代表として参加［村田　1986:74］、1924年にモンゴル人民共

和国が成立すると、翌1925年にモンゴル人民共和国を訪問している。

そして、1926年になると、モンゴル人民共和国では劇場の建設が始まり、1927年にモン

ゴルのゲルを模したとされる円形劇場「人民娯楽場（Ardin Tsengeldekh khüreelen）」が開場

『日本とモンゴル』第58巻（144号）

－ 172－



［OYUUN 1989: 53］、1928年に新しい円形劇場の舞台でS.ボヤンネメフ（1902-37）11作の

“Baatar khövgüün Temüjin （小さな英雄テムジン）”が上演されている。

『小さな英雄テムジン』はテムジン一家の物語である 12。しかしながら、テムジンの次弟

カサルを中心に物語が展開、どちらかというと、主にチンギスハーンの次弟カサルの系統

から形成された諸部族が暮らす内モンゴル向けの作品である。

1928年はコミンテルンが中国革命への支援を積極的に展開していた時期である。『小さ

な英雄テムジン』の作者ボヤンネメフは、1924-26年の時期、内モンゴルでコミンテルンの

宣伝活動に従事、1925年には内モンゴル人民革命党第一回大会（張家口）に参加している。

また、片山が参加した1922年の第一回極東諸民族大会にもボヤンネメフはモンゴル代表

団の一員として参加、モンゴル青年同盟を代表して報告や発言を行っている。当時、モン

ゴル青年同盟は共産主義青年インターナショナルの指導に則り宣伝活動を行っていたの

で、ボヤンネメフは1921-24年の間、モンゴルからモスクワに三度派遣され、共産主義青年

インターナショナルから任務の指示を受けている［BUYANNEMEKH  1968:7］。

モンゴル人民共和国におけるチンギスハーンを題材した作品は1928年の舞台作品『小さ

な英雄テムジン』だけである。モンゴル映画の成立は1935年以降のことであり、1928年の

モンゴルにはモンゴル映画は存在していない。なお、ソ連では同時期の1928年にチンギス

ハーンを題材にした映画が制作されている。

モンゴル演劇史における1928年は「商業演劇期」にあたる［木村　2006:61］。1925-28年

はコミンテルンが中国革命への支援を積極的に展開、中国と良好な関係にあった時期であ

り、モンゴル人民共和国では民族的諸要素を取り入れた作品の上演が活発化、ウランバー

トルの漢人劇団の作品を民族的革命的内容に作り変えた作品の上演が行われていた時期で

ある［DASHDONDOG　1996:12-15］。

ところで、1928年の『小さな英雄テムジン』の戯曲は1928年4月にモンゴル人民革命党

から“Baatar khövgüün Temüjini jüjig （小さな英雄テムジンの劇）”というタイトルで発行さ

れている 13。また、1928年はチンギスハーンの史跡研究が進められた年でもあり、モンゴル

11 1922-24年青年同盟中央委員会議長。1923-24年党中央委幹部会員。1924-26年内モンゴル・バ
ルガに赴任、『内モンゴル人民雑誌』発行。1925年内モンゴル人民革命党第一回大会（張家口）
参加。1927-28年党中央委員。1929年ウランバートル市党委員長、「革命作家グループ」創設
メンバー。1930年第8回党大会で批判を受け1932年投獄。1937年粛清。

12 「『小さな英雄テムジン』は元朝秘史から題材を取ったテムジン少年の物語である。衣装は特
別に中国に注文して作らせたものであり、豪華な英雄物語が舞台上で演じられた。民族色溢
れる作品で筋書きも比較的優れており、中国劇の演技法とは異なるものに仕上がっていた。」
［SHASTINA 1935:97］

13 表紙オモテ中央に「小さな英雄テムジンの劇」上部に「人民革命党政治局発行」下部に「チン
ギスの幼い頃の面白い場面満載　ツェツェンビレグト」とある。ツェツェンビレグトはボヤ
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典籍委員会はチンギスハーンの生誕地デル

グーン・ボルドクに学術調査隊を派遣してい

る 14。

コミンテルンが中国革命を支援する宣伝活

動を展開していた時期のモンゴル人民共和国

の戯曲『小さな英雄テムジン』にカサルの場

面が多いのは、おそらく、内モンゴル向けの

宣伝活動を意識してのことであろう。戯曲の

発行部数は「二千冊」であり、中国との関係が良好な時期であった上に、ウイグル式モンゴ

ル文字表記であった点などから、内モンゴルへの配布や伝播は容易であったと思われる。

ロシア人監督映画における「チンギスハーン」

ソ連映画にはチンギスハーンを題材した作品が存在する。1928年の“Potomok 

Chingiskhana （邦題 :アジアの嵐）”（監督 :フセボロド・プドフキン /主演 :ワレリー・インキ

ジノフ /1928年 /128分 /ソ連）である。『アジアの嵐』は、ソ連に暮らすモンゴル民族の猟師

を「チンギスハーンの末裔」とし、米英が悪役として描かれた作品である。米英が「チンギ

スハーンの末裔」を「犯罪人」として捕らえ尋問する場面、蔑み罵倒する場面、燕尾服を着

るよう命じ見世物にする場面などが含まれ、「チンギスハーンの末裔」に対する侮辱と蔑み

が露骨に描かれた作品である。そして、怒り狂った「チンギスハーンの末裔」が民族蜂起の

先頭に立ち、アジアに革命の嵐を巻き起こすといった結末に至る作品である。これは、コ

ミンテルンが中国革命への支援を展開していた時期のソ連のプロパガンダ映画である。

その後、2006年のモンゴル建国800周年記念の時期にロシア人監督セルゲイ・ボドロフ

が “MONGOL”（監督・脚本 : セルゲイ・ボドロフ /主演 :浅野忠信 /2007年（日本公開2008年）

/125分 /カザフスタン・ロシア・ドイツ・モンゴル合作）を制作している。この作品は第80

回米アカデミー賞外国語映画賞にノミネートされ、主役のチンギスハーンを日本人俳優浅

野忠信が演じたことで日本でも話題となったが、チンギスハーン自身に「私は文字を知ら

ない」とモンゴル語で語らせる場面や、テムジンに「僕は王になる気はないんだ」と言わせ

る場面、囚われの身となったテムジンが「おまえは犬だ」と罵倒され拷問を受ける場面など、

チンギスハーンを蔑む場面が含まれた作品である。このような露骨な侮辱シーンは1928年

ンネメフのペンネーム。表紙ウラには上から「モンゴル国18年（1928年）4月」「モンゴル人民
革命党発行」「総発行部数二千冊」「価格91ムング」「ウランバートル市モンゴル文字印刷局」
とある。

14 Dashnyam,G. (2022) Suut Bogd Chinggis khaani mendelsen Delgüün Boldogiig survaljilsan Onkhud 
Sangajavin Jamiyani temdegleliin negen gar bichimel ekh,Arkhviin Yörömkhii gazar, Ulaanbaatar 
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の『アジアの嵐』の影響を感じさせるものでもある。

さらに、日本の〈義経=ジンギスカン説〉の影響も及んでいる。チンギスハーン役の浅野

忠信は2000年の日本映画（SF時代劇）『五条霊戦記　GOJOE』で「遮那王（義経の幼名）」

を演じており、浅野忠信の起用は日本の〈義経=ジンギスカン説〉を採り入れた演出である。

モンゴル人監督映画における「チンギスハーン」

民主化直後の1990年には読売新聞社がモンゴルで開始したチンギスハーンの陵墓探査

〈ゴルバン・ゴル〉プロジェクトとの連携で、モンゴル映画“Mönkh tengeriin Khüchin dor（邦

題 :チンギス・ハーン）”（監督 :B.バルジンニャム /主演 :A.エンフタイワン /1992年 /238分［日

本公開版140分］/モンゴル・日本合作 /東宝東和）の制作が開始されている。民主化に伴う

チンギスハーンの復活を受け、「残忍な侵略者」といったチンギスハーンのイメージを払拭

したいモンゴル側の意図に基づき、チンギスハーンの人間味や心の葛藤を描いた作品に

なっているが、三名のモンゴル国の小説家 15が共同執筆した脚本に、バルジンニャム監督 16

の演出で「架空の人物」17が追加されたことで、「架空の物語である」といった印象を与える

作品に仕上がっている。

チンギスハーンの陵墓探査〈ゴルバン・ゴル〉プロジェクトと関連する設定も必要だっ

たのであろうか、作品の後半にチンギスハーンの死と葬送の場面が存在、「蒼きモンゴルの

聖帝の逝去を洩らしてはならぬ」との勅令が下る場面も含まれている。なお、老いたチン

ギスハーンが病床で母の名を叫びながら懺悔し涙する場面は英雄とはかけ離れたチンギス

ハーン像である。このように主人公が悲嘆にくれながら哀しい最期を迎える物語は1920-

30年代のモンゴルの革命的演劇作品の特色であり 18、1920-30年代の作品の主人公は「英雄」

ではなく「人民」である。1928年の『小さな英雄テムジン』や『アジアの嵐』の主人公も「人

民」であり、この映画は1920-30年代の革命的作品の特色が色濃く反映された作品である。

続いて、モンゴル国では、2005年にソロンゴ監督による“Ikh Töriin Golomt （イフ・トゥ

リーン・ゴロムト）19”（監督 :J.ソロンゴ /主演 :B.ジャルガルサイハン /2005年 /90分 /モンゴ

15 モンゴル国の小説家S.エルデネ・D.マーム・D.バトバヤルらによる共同執筆。
16 バルジンニャム監督は1990年日本公開（1988年モンゴル公開 /174分）のモンゴル映画
“Mandukhai Tsetsen Khatan（邦題：マンドハイ）”の監督である。『マンドハイ』の脚本は歴史学
者Sh.ナツァグドルジが執筆。15世紀にモンゴル統一に尽力した北元の王妃マンドハイを描
いた作品である。

17 チュルーゲン役に映画『マンドハイ』でダヤン・ハン役を演じたJ.スフホヤグを起用。
18 モンゴル人民共和国の劇場に関するソ連の報告書（1933年）「生活の一部を描いた歴史劇と“暮
している”。革命的英雄行為は全く見られない。」［ENKHTÜVSHIN 2000: 233-234］

19 「イフ」は「大」、「トゥリーン」は「政権の /国家の」、「ゴロムト」は「竈 /中心 /源」を意味する。
「大モンゴル国の源」といった意味のタイトルである。
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ル映画撮影所）が制作されている。これはソ連のボリス・ヤコヴレヴィチ・ウラジーミルツォ

フ（1884-1931）の『チンギスハーン』（1922年刊行）20を参考にして制作された作品であり、

テムジンの盟友ジャムカが男らしい「民主的な人物」として描かれてある。

2001年に国際モンゴル学者連盟からウラジーミルツォフの『チ

ンギスハーン』のモンゴル語訳が刊行されたが、同連盟事務局長

の歴史学者Sh.ビラ博士によると、ソロンゴ監督は、映画制作にあ

たり、ビラ博士がソロンゴ監督に紹介したウラジーミルツォフの

『チンギスハーン』における「テムジンはブルジュア的で、ジャム

カは民主的・・・」［VLADIMIRTSOV　2001:26］を参考にしたと

のことである。

ソロンゴ監督がウラジーミルツォフの『チンギスハーン』を参

考にしてジャムカを「民主的な人物」として描いたのには、ソロンゴ監督がモンゴル民主

化運動の中心メンバーの一人であり、モンゴル民主党の幹部であったことも影響していた

ことであろう 21。

日本人監督映画における「チンギスハーン」

日本映画初のチンギスハーンを題材にした作品は1943年の『成吉思汗』 （監督: 牛原虚彦・

松田定次監督 22/脚本 :比佐芳武 /主演 :戸上城太郎 / 1943年 /現存67分（83-93分）/大映 /映画

配給社（白系）/後援 :蒙古聯合自治政府）である。主な出演者は全員日本人であり、モンゴ

ルの民族衣装に日本の忍者の扮装を融合させた着物を纏い、時代劇口調で大立ち回りを演

じる、まさに日本のチャンバラ劇である 23。

1943年の『吉成思汗』は1942年発足の大映 24二作目の作品であり、大映初作となる1942

年の『維新の曲』25 （監督 :牛原虚彦）で長州藩士杉山松助を演じた戸上城太郎が翌年の『成

吉思汗』でテムジンを演じ、幕末の志士とテムジンとの重ね合わせが図られた作品である。

20 1922年ベルリンで初版刊行（露語）/1930年英訳刊行 /2001年ウランバートルでモンゴル語訳
刊行。

21 モンゴル民主化運動は「1921年の人民革命期」の宣伝活動のモデルを再利用して展開された
が［木村2013:267-275］、モンゴルの民主党は民主化運動の最中に「1921年の人民革命期」の「人
民党」をモデルにして結成された党である。

22 「日本映画の父」と称されたマキノ省三の息子。
23 「わが国でも戦前、大映が「成吉思汗」という映画を製作し蒙古までロケをして一躍有名になっ
たことがある。主演は確か戸上城太郎だったと記憶するが子供の間で成吉思汗ごっこなどと
いう遊戯が流行ったものである。」［田中 1951］

24 新興キネマと大都映画と日活製作部門が統合して大映（1942-71）発足。
25 『維新の曲』では坂東妻三郎が坂本龍馬を、片岡千恵蔵が西郷吉之助を、嵐寛寿郎が徳川慶喜
を、市川右太衛門が桂小五郎を演じ話題となった。
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両者で監督を務めた牛原虚彦は小山内薫門下の映画監督であるが、小山内は「新劇の父」

と称され、1909年に二代目市川左團次と自由劇場を結成、1924年に築地小劇場を創設す

るなど、プロレタリア文化運動と関わりがあった人物である。

1943年の日本映画『成吉思汗』の脚本は比佐芳

武 26によるものであるが、作品最後の場面にトオ

リル・オン・カン（ケレイト部最後のハン）がテム

ジンに対し「邪悪は打て。百里の彼方、千里の果

てまでも邪悪は打たねばならぬ。そして、このわ

しに代わってこの地蒙古の明日の光となれ。テム

ジンよ、太陽となれ。」と語るシーンが存在する。「太陽」はモンゴル語で「日本」を意味す

る言葉でもあり、この台詞をモンゴル語訳すると、「テムジンよ、日本（人）となれ。」といっ

た解釈も可能である。モンゴル語訳を意識した台詞が含まれている点、カサルを中心に物

語が展開する点など、この作品は内モンゴル向け国策映画の役割も同時に担っていたので

あろう。

日本映画『成吉思汗』においてもモンゴル人民共和国の舞台作品『小さな英雄テムジン』

においても冒頭からカサルが登場、カサルを中心に物語が展開するが、前者は成人したテ

ムジン一家、後者は幼少期のテムジン一家を描いた作品であり、内容は異なるが、カサル

の場面の多さ、テムジンの帰宅がテーマになっている点など、両者共通のプロットが存在

する。

ただし、『小さな英雄テムジン』には草原での戦闘場面は存在しない。一方、日本映画『成

吉思汗』では、テムジン帰宅のシーンのあと、戦闘場面へと切り替わる。物語の脈絡を無視

した唐突な場面切り替えは、当時としては通常のことであったのか、あるいは演出なのか、

それともフィルム消失によるものなのか、現存する作品からは判別できない。

1940年代は、世界大戦の最中、英雄神話が求められた時代である。1940年代のモンゴル

人民共和国の劇場では1920-30年代の作品をモデルとして再利用した上で主人公を「哀れ

な人民」から「敵に勝利する勇敢な英雄」へと作り変えている［木村 2006］。

1943年の『成吉思汗』は日本映画ではあるが、日

本が「英雄」を必要とした時代の作品であり、テム

ジン帰宅のシーンのあとに現れる戦闘場面では、テ

ムジンは「一家の長兄」としてではなく「敵に勝利

する英雄」として描かれてある。そして、作品最後

26 マキノプロダクションに入社し脚本家となる。映画監督マキノ正博の盟友。マキノ正博（1927-
51年の職業名 /本名牧野正唯）はマキノ省三の息子。
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のシーンにおけるモンゴル軍を率いて進軍するチンギスハーンの鎧兜姿はまさに武将であ

り、その姿は、小谷部の『成吉思汗ハ源義経也』巻頭の「成吉思汗之肖像」27を彷彿させるも

のである。何より日本人がチンギスハーンを演じている点で、これは〈義経＝ジンギスカ

ン説〉の影響を受けた作品であろう。

続いて、日本映画には、2006年のモンゴル建国800周年を記念して制作された日本・モ

ンゴル合作映画『蒼き狼～地果て海尽きるまで～』（監督 :澤井信一郎 /製作 :角川春樹・千

葉龍平 /原作 :森村誠一 /脚本 :中島丈博・丸山昇一 /主演 :反町隆史 /2007年 /136分 /日本・モ

ンゴル合作 /KADOKAWA）がある。これはテムジンの出生の秘密をテーマにした作品であ

り、井上靖の小説『蒼き狼』を参考にして制作された作品である。それゆえであろうか、母

親のホエルンに「おまえはモンゴルではない」「蒼き狼の血が殺戮者の血ならそんな血など

要らぬ」と言わせる場面や、テムジン自身に「父よ。教えてくれ。おれは何者なのだ。」と語

らせる場面が存在する。

小説『蒼き狼』(新潮文庫 )収録の「『蒼き狼』の周囲」には、作者井上靖自身の言葉で、成

吉思汗に関心をもったのは小谷部の『成吉思汗ハ源義経也』とそれに対する反論が掲載さ

れた「中央史壇」によるものであった旨が記されてある[井上1964:432-433]。井上は小谷部

の影響で成吉思汗に関心をもったので、小谷部の影響は井上の小説『蒼き狼』にも、さらに、

その後の小説『蒼き狼』を原作にした作品 28にも及んでいると言っても過言ではない。

アメリカ人監督映画における「チンギスハーン」

アメリカ映画にはハリウッドスターのジョン・ウェインが主役テムジンを演じた“The 

Conqueror（邦題 :征服者）”（製作・監督 :ディック・ポウェル /主演 :ジョン・ウェイン /1955

年 /111分 /RKO Radio Pictures）がある。これは13世紀のモンゴルを舞台にした「西部劇」で

ある。物語はテムジンの盟友ジャムカを中心に展開、ジャムカについてはテムジンに忠誠

を誓い誠実に仕える男らしい人物として描かれてある。さらに、作品後半の即位式の場面

には、「モンゴル族の首長テムジンがオン・カンに代わってウルガを支配する」と宣言する

シーンが存在する。アメリカ映画の台詞に「ウルガ」という1924年のモンゴル人民共和国

成立以前の「ウランバートル」を指す露語が使われている点、ジャムカが男らしく描かれ

ている点などから、おそらく、これは、ウラジーミルツォフの『チンギスハーン』を参考に

して制作された作品であろう。また、戦闘場面にはテムジン軍は白旗、タタール軍は赤旗

27 「蒙古首府庫倫喇嘛教総本山秘蔵　成吉思汗之肖像」蒙古首府庫倫はウランバートルの旧名
（漢字表記）。

28 テレビ朝日のドラマ『蒼き狼　成吉思汗の生涯』（1980年10月6・7日 /二夜連続（20:00-22:45）
/原作：井上靖『蒼き狼』/脚本：大野靖子 /主演（テムジン）：加藤剛）
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と明確な色分けが施されてあり、「源平合戦」を連想させる演出が存在する。タイトルの

conqueror（征服者）は末松が英国で発表した論文タイトルに含まれる言葉でもある。

そのほか、アメリカ映画には“GENGHIS KHAN（邦題 :ジンギスカン）”（監督 :ヘンリー・

レビン /主演 :オマー・シャリフ /1965年 /120分 /イギリス・西ドイツ・ユーゴスラビア・アメ

リカ合作 / Columbia pictures）もある。ジンギスカン役にエジプト出身のオマー・シャリフ

を起用 29、ジャムカは満州国に味方する悪役であり、13世紀のモンゴルを舞台にした物語

に1932年建国の満州国が登場する荒唐無稽な作品である。捕虜となったジンギスカンが拷

問を受ける場面に1928年のソ連映画『アジアの嵐』の影響が感じられる作品でもある。

日本の舞台作品における「チンギスハーン」

日本の舞台作品にもチンギスハーンを題材にした作品が存在する。長谷川一夫がジンギ

ス汗を演じた『砂の花（スナノハナ）』（1977年 /帝国劇場）30や、平岳大がテムジンを演じ、

三代目市川猿之助 31が総合演出を務めた『ジンギスカン～わが剣、熱砂を染めよ』（2008年 /

ル・テアトル銀座）32などがある。これらの原作はいずれも牧逸馬 33が二代目市川猿之助（＝

初代猿翁）のために執筆した1934年発表の戯曲『若き日の成吉思汗』である 34。牧逸馬

（1900-35）は、1928年のモンゴル人民共和国の『小さな英雄テムジン』の作者ボヤンネメ

フ（1902-37）と同時代同世代の、日本のプロレタリア文化運動期の作家である。なお、牧

逸馬は1928年に夫婦で中央公論社特派員としてシベリア鉄道でソ連を経由して欧州に向

かい14か国を訪問 35、帰国後、1934年に『若き日の成吉思汗』を発表、その翌年35歳の若さ

で他界している。

そのほか、日本の舞台作品には、〈義経=ジンギスカン説〉を舞台化した宝塚歌劇団の歌

劇『この恋は雲の涯まで』（1973年初演花組 /1973年再演星組 /1992年雪組）36がある。『この

恋は雲の涯まで』では、壇ノ浦の戦い、静御前との恋、奥州平泉で死なず、北方に逃れ、蝦

29 ニューヨークの自然史博物館前のセオドア・ルーズベルト元大統領像はエジプト人とアメリ
カンインディアンの召使を従えた銅像であったがゆえに「人種差別の象徴」とみなされ、
2022年1月に撤去された。ジンギスカン役へのエジプト人俳優起用にもそのような意味合い
が込められていた可能性がある

30 東宝創立四十五周年記念・長谷川一夫帝劇特別公演（原作：牧逸馬 /脚本演出：窪田篤人）
31 二代目市川猿翁
32 日本モンゴル親善特別公演（2008年1月4日～ 28日）。演出：山田孝行 /テムジン役：平岳大　

1986年初演（1991年再演）作品の再演作品（1986年初演テムジン役：松平健）
33 本名：長谷川海太郎。小説家・翻訳家。林不忘・牧逸馬・谷譲次など三つペンネームをもつ。
34 『若き日の成吉思汗』の副題は「市川猿之助氏のために」/初出は講談社の『キング（1934年7
月号）』

35 牧逸馬は谷譲次のペンネームで中央公論社から欧州紀行を出版。
36 1973年初演の主役は花組男役トップスター甲にしき
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夷地でアイヌの神オキクルミとして信仰の対象となり、さらに大陸に渡りモンゴル帝国の

開祖チンギスハーンになるまでの物語が舞台化されてある。共同演出に二代目尾上松緑 37

が参加しているほか、脚本演出は、10世紀の高麗を題材にした1971年の『我が愛は山の彼

方に』や池田理代子の漫画を舞台化した1974年の『ベルサイユのばら』38で脚本演出を担当

した植田紳爾である。

チンギスハーンを題材にした日本の舞台作品には歌舞伎役者の参加が確認できる。チン

ギスハーンと演劇と歌舞伎役者、この三者の関わりは、明治期に〈義経=ジンギスカン説〉

を流布させた末松らによる演劇改良会に始まるものであろう。鹿鳴館時代の演劇改良運動

の痕跡と言えるものである。ちなみに、チンギスハーンを題材にした日本の舞台作品は、

どれも荒唐無稽な物語を舞台化した現代劇であり、現代劇でありながら、時代劇口調で大

立ち回りを演じる、チャンバラ劇である。

さいごに

一般に、日本の対満蒙政策とコミンテルンの政策は「相反するもの」「無関係なもの」と

考えられている。しかしながら、たとえば、満蒙開拓が国策決定された1936年には、1922

年刊行のソ連のウラジーミルツォフの『チンギスハーン』が小林高四郎によって邦訳され、

『チンギス・ハン伝』として善隣協会から刊行されている 39。善隣協会は1933年に創設され

た対モンゴル友好工作機関である。そして、1939年には日本主導で内モンゴルに蒙古聯合

自治政府 40が樹立されている。

そのほか、満州国における日本主導による1937年結成の大同劇団の活動と［青野1997］、

モンゴル人民共和国におけるコミンテルン主導による1931年設立の中央劇場の活動［木村　

2003］には類似点が存在する。これは、大同劇団の演出家兼主宰者が日本国内でプロレタ

リア演劇運動に参加していた藤川研一という青年であった［青野　1997:7］からである。

1930年代はコミンテルンの政策に沿って世界同時的にプロレタリア文化運動が展開さ

れた時期であり、プロレタリア演劇運動に参加していた青年が満州国で大同劇団を主宰し

たので、当然、大同劇団にはコミンテルンの影響が及んでいたはずである。

コミンテルンの演劇政策における「少数民族の演劇」建設の方法は「民族特有の諸要素」

の利用である。そして、コミンテルン期と同時期の小谷部による〈義経=ジンギスカン説〉

の流布、さらにはそれ以前に小谷部が影響を受けた末松らによる〈義経=ジンギスカン説〉

37 四代目藤間勘右衛門
38 1974年初演『ベルサイユのばら』の演出：長谷川一夫
39 出版社：中央公論社 /発行：善隣協会
40 1941年から1945年まで蒙古自治邦政府
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の流布、それらもまた「民族特有の諸要素」を利用したものである。

つまり、日本における〈義経=ジンギスカン説〉の流布とコミンテルンによる「少数民族

の演劇」建設は「民族特有の諸要素」の利用という同様の方法によるものであり、明治期に

おける最初の〈義経=ジンギスカン説〉の流布が演劇改良会の末松によって始められた点

を含め、日本の政策とコミンテルンの政策は、少なくとも演劇政策においては、相反する

ものではなく、無関係なものではないと言えるであろう。
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ウジムチン草原で行われた盛大な法会

ウニルサイハン

2023年の5月15日から18日にわたる三日間において、内モンゴル自治区中部東ウジムチ

ン旗のチベット仏教寺院シネ・スムで盛大な法会が行われた。

シネ・スム（Sin_e süme）とは、Niγuca tarni masi delgeregsen keyid（漢語名：密教昌盛寺、

チベット語名 : gsangs sngags rab rgyas gling）の俗称であり、乾隆10（1745）年に建てられた。

東チベット・ラブラン寺の学系を伝うる寺院であり、歴代ゲゲンは、ラブラン寺で修行し、

その教えを伝授されてきたという。したがって、シネ・スムでは、現在に至るまでラブラン

寺の創始者であるジャムヤン・シェパー・ゲゲン（Tib: ’jam dbyang bzhad pa’i rdo rje）を祈

祷する『ジャムヤン・シェパ一祈祷文 （Tib: jam dbyang bzhad pa’i gsol ’debs）』を毎日念誦す

る伝統があるという。シネ・スムは文化大革命（1966-1976）時にいったん破壊されたが、

1980年代初期から再建され、現在に至っている。

シネ・スムの初代ゲゲンは、『大蔵経』（ガンジュル）のモンゴル語訳者の一人であり、ま

だ有名なモンゴル語の古典Oγtarγui-yin maniの著者であるダンザンダグワー（Tib: bstan 

’dzin grags pa）によって、18世紀に認定されたといわれてきた。寺院所有の馬群から有名

な競走馬がよく現れるのと、寺院のラマ僧たちから有名な相撲取が現れたことによってウ

ジムチン草原では歴史的に広く知られてきた寺院である。また、ウジムチン草原は内モン

ゴル地域の中でも、馬の放牧が盛んな地域として知られており、当寺院は宗教的な意味だ

けではなく、モンゴル遊牧の伝統文化においても、地域の中で中心的役割を果たしてきた

といえよう。

シネ・スムの初代ゲゲンは、当寺院が建立された翌年（1746）に円寂し、それ以降6代ま

でゲゲンが転生した。最後の6世ゲゲンであるロブサンジグメイシジャムツォ（Tib: blo 

bzang ’jigs med ye shes rgya mtsho）は、1931年に9世パンチェン・ラマによって認定され、

2022年5月7日に91歳で遷化した。今回の法会は6世ゲゲンの逝去1周忌を記念して行われ

たものであり、そこには次の転生の現れを祈願した意味合いも含まれている。

シネ・スムの6世ゲゲンは民国期に転生し、この後に訪れた中国革命の混乱の中でも生

き延び、長く周囲のモンゴル人の信仰の支えとなってきた人物である。彼は、1957年に内

モンゴル自治区成立10周年の記念大会に参加し、政府に協力的であったが、文化大革命中

には還俗させられ、寺院も破壊された。1973年に名誉が回復され、1980年代初期に寺院の

再建とともに復職した。1989年には内モンゴル自治区仏教協会常務理事やシリンゴル盟
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仏教協会名誉会長などの要職に当てられた。

その後、6世ゲゲンは、シリンゴル盟で唯一の「蔵伝仏教活仏証」（中国仏教協会）を持

つゲゲンとなり、シリンゴル盟だけではなく、近隣地域のモンゴル人に篤く信仰されてき

た。2022年の5月7日に他界した際、内モンゴル自治区宗教界代表と民衆千人以上の人々

が集まって、盛大な葬儀が行われ、舎利塔を建てて顕彰した。彼の一周忌を記念して行わ

れた今回の法会は6世ゲゲンの篤い人望と宗教的存在感によって行われたものであり、民

族的、宗教的環境の厳しい近年の内モンゴル地域ではあまりみられない規模である。

普通にいわれる法会とは、ある目的のために、仏法を請説、読誦や供養するために宗教

者（場合によって信者も参加する）が集まって、一定期間において、行う仏教の儀式である。

その目的に合わせて、規模は異なる。

東ウジムチン旗における今回の法会は、シネ・スムの6世ゲゲンの遷化の一周忌を記念

して行われたゴンゾク（Tib: dgongs rdzogs）・ホラフという儀式である。チベット仏教にお

いて、ゴンゾグ・ホラフとは、上師や化身ラマなど高位の僧が亡なくなった際、もしくはそ

の忌日に行われる儀式の名称である。

この儀式では、亡くなった6世ゲゲンの「意識」を受けつぐ転生者が早く現れることを祈

願して、関連のお経を唱え、儀式を行った。今回の法会では、ゲルク派密教の三大本尊の一

つであり、ゲルク派始祖のツォンカパ大師の守護尊にあたる、ヤマーンタカ仏関連のマン

ダラを描き、護摩祈祷が行われた。ヤマーンタカ仏は全ての悪を制御すると信じられ、特

に末法の時代においで、ヤマーンタカ仏を信仰すると悪魔降伏、疫病退治、社会安泰など

様々な願いごとが叶えられるとされる。

僧の紹介によると、今回の法会ではその準備として、5月1日から4日にわたるまで、4

人の僧によって、ヤマーンタカ仏の真言を何百回も唱えて修行し、その後はマンダラを描

く場所を確保し、5日から法会が開催する14日までに砂マンダラを完成させた。

法会の本番として、初日（5月15日）の朝は、法会の定番である『Migzim、ツォンカパ大

師祈祷文、Tib: dmigs brtse ma』、『Itegel、帰依文、Tib: skyabs ’gro』、『γadamlabǰim_a、ツォン

カパ大師の礼賛偈、Tib:dga’ ldan lha brgya ma』などの経を念誦し、午後は、ヤマーンタカ

仏の主経典であるダガジェド（ヤマーンタカ仏の灌頂文、Tib: bdag bskyed ）を念誦した。

夜には、3つのグルム（よく唱えるお経の一種である『Čaγan sikürtü、大白傘蓋、Tib: gdugs 

dkar』『Dar_a eke-in ǰalbaril、度母讃経、Tib: sgrol ma’i bstod pa』『Bilig baramid、般若心経、

Tib: shes rab snying po』）などを念誦した。

2日目の16日も初日と同じ読経が繰り返された。

法会の最後の日である17日の朝は、初日と同様のお経を唱えた後、砂マンダラを壊して、

ドルソン（Tib: rdul tshon）と呼ばれるその砂を集まった信者たちに配った。マンダラは主
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尊（ヤマーンタカ仏）を中心に諸仏が集会する世界とされ、マンダラの砂の一粒一粒にまで、

仏の要素が染み込んでいるとされる。信者たちはその砂を家に持ち帰り、牧草地や河川、

家畜の柵などに撒くと、地域を守護し、天候の順調や家畜の繁栄をもたらす力があると信

じられている。

17日の午後、僧たちはシネ・スムから東南に8キロ離れた所に位置するドートノール

（Daγutu naγur）の湖岸にゆき、ロス（luus、水神）をまつる祭祀を行った。ロスをまつること

によって、災厄や不幸から免れるということで、マンダラの砂とツァンバでつくったバリ

ン（いろいろな形をした供物）を湖に捧げた。

その後は、法会の最後の儀式として、ジンセレグ（Tib: sbyin sreg）というヤマーンタカ仏

の護摩儀式が行われた。護摩儀式では、設置された護摩壇に火をともし、そこに僧が様々

な供物を捧げて厄払いをし、ヤマーンタカ仏の加護を願った。今回の護摩儀式は人々の外

的な災難と精神的煩悩を取り除く目的のお経であるアムリングィ・ジンセレグ（息災法の

護摩、Tib: zhi rgyas dbang drag）が唱えられた。

今回の法会の重要な意味は6世ゲゲンの転生者が早く順調に現れることを祈願するとこ

ろにあった。チベット仏教では、化身ラマが遷化したあと、その転生者としての幼児を探

し出して認定するという伝統がある。こうした化身ラマたちは転生できる神聖な力を持つ

と信じられている。3日間にわたって行われた今回の法会では、約2万人近くの人々が集

まったといわれている。信者たちははるばる包頭市、赤峰市、通遼市、フルンボイル市、オ

ルドス市などの広い地域から集まり、寺院の周辺を埋め尽くし、小さなドートノール・ソ

ムの中心地は色とりどりのデールを着た人々で溢れ返っていた。

法会には、シリンゴル盟各旗の寺院、包頭市、赤峰市の関係寺院から僧約60人が参加し、

政府機関からの正式な参加はなく、東ウジムチン旗統一戦線工作部の部長（モンゴル人）、

シリンゴル盟仏教協会会長（西ウジムチン旗ホルト寺の住持）などの姿があった。東ウジ

ムチン旗公安局から大勢の警察官が治安維持のためにきていたことはいうまでもない。

今回の法会は、ウジムチン草原の一地方にある小さな寺院で行われた行事であったが、

少数民族を取り巻く宗教的環境が厳しさを増す現在の内モンゴルでこのような法会が行わ

れたことの意味は決して小さくない。上述したように、法会の目的の一つは、6世ゲゲン

の転生を願ったものであるが、建国以降の内モンゴル自治区では、新しい化身ラマの転生

が政府によって認められた事例は稀であり、シネ・スムの6世ゲゲンのような地方の寺院

の化身ラマの転生が認められる見通しはほとんどない。逆に言えば、こういう状況だから

こそ、力の限り盛大な法会を組織し、大勢の信者を動員して、インパクトの強い行事を行

うことに意味があり、関係当局に対してある種の圧力を示したともいえる。したがって、

東ウジムチン旗シネ・スムで行われた今回の法会は、現在の内モンゴルでも象徴的なでき
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ことともいえる。

（ウニルサイハン）
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1．護摩会に油を捧げている有名な相撲取

3．ヤマーンタカ仏の砂マンダラを製作中

2．本堂の外で参拝を待つ牧民達

4．6 世ゲゲンの舎利塔へ向かう人々



ザヤ・パンディタ・ナムハイジャムツと 
弟子たちによる訳経に関する諸問題

二　木　博　史

はじめに

ザヤ・パンディタ・ナムハイジャムツ（1599-1662）は、4オイラド連合のなかでも影響力

のつよかったホショード国の出身で、同国の指導者バイバガス・バートルの息子のかわり

に1617年にチベットに留学した。サンプ寺（Gsang phu ne’u thog）のラトゥ（Rwa stod）学

堂とデプン寺のゴマン学堂で顕教を、ギュメ（Rgyud smad） 僧院で密教をまなび、lha sa 

smon lam rab ‘byams pa（ラサの正月法要の際に授与されるラプジャンパの学位）を獲得し

た 1。学者として名声をえ、デプン寺の密教学堂のチュージェ（chos rje）となった。セチェン・

チュージェ（ザヤ・パンディタ）はダライ・ラマ5世（1617-1682）の修業時代には問答の相

手となり、1638年にダライ・ラマがパンチェン・ラマから具足戒をさずかり正式の僧にな

るときには、9名の介添え役のひとりとなった。

ザヤ・パンディタはこのとし、オイラディア（Oyiradia）にもどり、バイバガス・バートル

のむすこでホショード国の最高実力者オチルト・タイジ（のちのオチルト・ツェツェン・ハー

ン）やそのおとうとのアバライ・タイジの支援をえつつ、オイラドの仏教界の最高指導者

として各地をまわった。その足跡はオイラディアにとどまらず、ザサグト・ハーンの招聘

により、1641年にハルハを訪問し、トゥシェート・ハーン、セツェン・ハーンの領地をも

おとずれた。

ザヤ・パンディタの活動のなかでもとりわけ重要なのは、1648年にトド文字とよばれる、

従来のウイグル式モンゴル文字を改良したあたらしい文字を発明し、オイラド文語をつく

りだしたことだ。新疆ウイグル自治区のオイラド系の住民は、1980年代までトド文字によ

るモンゴル語で教育をうけていた。

ザヤ・パンディタは、オイラド文語を体系化してから、そのオイラド文語にもとづき、

1650年から1662年まで 2、おおくの経典をチベット語からモンゴル語に翻訳した。おそらく

1 『ザヤ・パンディタ伝』に引用された「1690年にダライ・ラマのなまえでおくられた書簡」
（Sarayin gerel, 34r-35v）。

2 ラドナバドラが『ザヤ・パンディタ伝』のなかで、「トラの年からトラの年まで」翻訳したとの
べている箇所（Sarayin gerel, 8b）について、一部の研究者はトド文字作成以前に翻訳された経
典の存在を根拠に、1638年から1662年のあいだに翻訳がおこなわれたと主張する。しかし文
脈から、ここではトド文字を使用した翻訳についてのべていると判断され、1650年から1662年
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翻訳した経典の数からいえば、モンゴルの訳経僧としては、オラドのメルゲン・ゲゲーン・

ロブサンダンビージャルツァンとならび、双璧であろう。

ザヤ・パンディタの生涯、訳経について、もっともおおくの情報を提供してくれるのは、

かれの弟子ラドナバドラがあらわした伝記『月の光』（Sarayin gerel）と、モンゴル語に翻訳

された経典類のテキストそのものである。

オイラド研究、ザヤ・パンディタ研究は最近四半世紀に相当の進捗があった。1999年に

ペテルブルクのロシア科学アカデミー東洋学研究所のA. G. サズィキンによって『ザヤ・パ

ンディタ伝』のあたらしいトド文字写本（ナツァグ・ベイセ写本、あるいはブルドゥコフ写

本、サンクトペテルブルク東洋写本研究所所蔵）の写真とその転写、ロシア語訳が刊行さ

れた 3。1967年にオラーンバータルでJ. ツォローによって出版された写本（ザハチン写本、

あるいはマンハン写本）にくわえて、2番めの写本の出版であった。

その後、2018年に『ザヤ・パンディタ伝』の3番めのトド文字写本（シャルマンジャエフ

写本）をふくむ3種類のトド文字写本とモンゴル文字写本の計4種類の写本がひとつの本

として出版され 4、『ザヤ・パンディタ伝』のすべての写本のかなり鮮明な画像が利用可能と

なり、研究の条件が格段にととのった。実はペテルブルク大学に所蔵される、このシャル

マンジャエフ写本は、『ザヤ・パンディタ伝』の写本のなかでもっともはやく発見、利用さ

れた写本であり、いまでも最良のオイラド文語の辞書とみなされるA. M. ポズネエフ著の

『カルムイク語=ロシア語辞典』5に多数の用例が引用されている『ザヤ・パンディタ伝』は、

このシャルマンジャエフ写本にほかならない。ナツァグ・ベイセ写本とザハチン写本は相

互にかなりちかいが、シャルマンジャエフ写本は、これら2写本ではぬけおちている一節

をふくんでいたり、より正確な内容になっていたりするなど、初期の写本のすがたをつた

えている場合があるので貴重だ。モンゴル文字写本は、トド文字を全面的にモンゴル文字

にかきなおしたものだが、誤記がおおく、それほど参考にはならない。

なお小論では、『ザヤ・パンディタ伝』を引用する場合、もっとも完全なナツァグ・ベイ

セ写本をもちいる。

モンゴルでは、モンゴル教育大学のNa.スフバータルを中心としたオイラド研究者が

と解釈すべきであろう。
3 Radnabkhadra, Lunnyj Svet: Istorija rabdzham Zaya-Pandity. Faksimile rukopisi. Perevod s ojratskogo 

G. N. Rumjantseva i A. G. Sazykina. Transliteratsija teksta, predislovie, kommentarij, ukazateli i 
primechanija A. G. Sazykina. Sankt-Peterburg: Peterburgskoe Vostokovedenie, 1999.

4 Sh. Tsetsen, Na. Sükhbaatar (eds.), Zaya Bandida Namkhaijamts sudlaliin esh khereglegdekhüün, 
Ulaanbaatar, 2018.

5 A. M. Pozdneev, Kalmytsko-russkij slovar’: V posovie k izucheniju russkogo yazyka v kalmytskikh 
nachal’nykh shkolakh, S.-Peterburg: Tip. Imp. Akademii Nauk, 1911.
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2006年以来、Bibliotheca Oiraticaという叢書を刊行しており、その冊数はいまや120冊をこ

える。ザヤ・パンディタ研究にしぼれば、Kh.ビャンバジャブによるザハチン写本の転写、

キリル文字翻字、Na.スフバータルによるキリル文字翻字が特筆される 6。これらのキリル

文字翻字版は、とくに註記が有用である。ほかにもB.バトムンフやLh.テルビシの研究が

重要だ 7。

中国では中央民族大学のM. エルデムトが、新疆ウイグル自治区のイリ河渓谷に居住す

るオイラト系の住民のもとをおとずれ、膨大な量のトド文字写本、刊本の撮影をおこない、

それらの資料の出版、研究を精力的におこなってきた。これらの資料は、『伊犁河流域额鲁

特人托忒文文献荟萃』（第1輯3冊 , 第2輯2冊 , 2016-2017, 中国社会科学出版社）や Ili-yin 

γool-un urusqal daγu oron-du qadaγalaγdaǰu bayiγ-a todo üsüg-ün surbulǰi bičig-ün čiγulγan全50

冊 8などの叢書にまとめられている。同氏はザヤ・パンディタ研究の成果として、研究書を

モンゴル語（キリル文字、モンゴル文字の2種）、漢語で刊行している 9。

小論では、これらの研究成果をも参照しつつ、ザヤ・パンディタとその弟子たちによる

訳経にかかわる諸問題をとりあげてみたい。

1．ザヤ・パンディタによる翻訳の点数

ラドナバドラは、『ザヤ・パンディタ伝』にザヤ・パンディタとその弟子たちが翻訳した

経典類のリストをかかげている 10。しかし、このリストには番号がうたれていないので、作

品の切れめがはっきりしない場合があり、研究者によって解釈が若干ことなる。

また、ラドナバドラのリストにもれている翻訳がどのくらいあるのかについての検討も

必要だ。L.アルタンザヤーはすでに1999年に発表した論文で、内モンゴル師範大学図書館

6 Radnaabadraa, Ravjam Zaya Bandidiin tuuj Sarnii Gerel khemeekh orshiv. Latin galig, ügiin tses üildej 
kirill bichgeer khörvüülen, tailbar bichsen Kh. Byambajav, Ulaanbaatar: Soyombo Printing, 2009 
(Bibliotheca Oiratica 12); Na. Sükhbaatar, Zaya Bandida Namkhaijamtsiin namtriin sudalgaa, 
Ulaanbaatar: Soyombo Printing, 2021 (Bibliotheca Oiratica 101).

7 Baasansürengiin Batmönkh, Zaya Bandida Ogtorguin Dalai: Niigem-uls tör, shashin, soyoliin üil 
ajillagaa, Ulaanbaatar: Soyombo Printing, 2018 (Bibliotheca Oiratica 74); Lkhasrangiin Terbish, 
Oiradiin burkhanii shashnii tovch tüükh, Ulaanbaatar: Soyombo Printing, 2008 (Bibliotheca Oiratica 
11).

8 Ili-yin γool-un urusqal daγu oron-du qadaγalaγdaǰu bayiγ-a todo üsüg-ün surbulǰi bičig-ün čiγulγan, 
Qayilar: Öbör Mongγol-un soyol-un keblel-ün qoriy-a, 2015-2019.

9 Myangad Erdemt, Ravjamba Zaya Bandida Namkhaijamts sudlal, Ulaanbaatar: Soyombo Printing, 
2008 (Bibliotheca Oiratica 7); Mingγad Erdemtü, Rabǰamba Zaya Bandida Namqayiǰamsu-yin 
sudulul, Kökeqota: Öbör Mongγol-un arad-un keblel-ün qoriy-a, 2011; 叶尔达『卫拉特高僧拉布紧
巴･咱雅班第达研究』北京 : 社会科学文献出版社 , 2012.

10 Sarayin gerel, 8v-10v.
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に所蔵されるケンセ（Kengse）親王允礼（Yunli）旧蔵の書籍のなかに、モンゴル文字でうつ

されたザヤ・パンディタの翻訳が22点あり、そのうち16点は『ザヤ・パンディタ伝』のリ

ストにふくまれていないことを指摘している 11。これらのモンゴル語写本は、トド文字の痕

跡をのこしており、トド文字写本からかきうつしたのは確実という。

中国のM.エルデムトは中国内にKh.ロブサンバルダンの研究書（1975年）のリスト（65

点）12にはいっていない、ザヤ・パンディタによる翻訳が42点あるとのべている 13。ただし、

この42点のうち、ラドナバドラのリストにはいっている翻訳が何点あるのかについてはあ

きらかにしていない。また実際はザヤ・パンディタが訳したのではなく、単に権威づけの

ためにザヤ・パンディタのなまえがつかわれているのではないかとうたがわれるものもあ

る（たとえば『ツァガーン・ウブグン経』14）。

『陀羅尼集』（Tib. Gzungs bsdus）、すなわちチョナン派の学僧ターラナータ（1575-1634）

が編纂した、130種類の経典をあつめた経典集にかかわる問題も重要である 15。ラドナバド

ラのリストでは、この『ソンドイ』は弟子による翻訳とされているが、コロフォンの内容か

らあきらかなように、実際はザヤ・パンディタが訳しのこしたのを3人の弟子がおぎなっ

たものである。おそらくは、この『ソンドイ』にはいっている経典をザヤ・パンディタは重

視し、優先的に翻訳したとかんがえられる。いずれにせよ、『ソンドイ』にはいっていて、

ラドナバドラのリストにはもれている経典があるのかどうかという問題もふくめ、べつの

機会にくわしく検討する必要がある。

1.1．ラドナバドラのしめしたリストの解釈

シャルマンジャエフ写本は、リストの経典の配列が他の2写本とはかなりことなる。た

とえば、A. G. サズィキンの番号をつかえば、No. 15のあとにNo. 98がきてNo. 163までつ

づいたあと、そのあとにNo. 16がはいっている。これは、書写の過程でフォリオの順番を

あやまったために生じた混乱と断定しうる。問題は、A. M. ポズネエフが学校用トド文字

11 L. Altanzayaa, “Zaya Bandida Namkhaijamtsiin zarim orchuulgiin tukhai” : A. Ochir (ed.), Zaya 
Bandida Namkhaijamts (Mendelsnii 400 jiliin oid zoriulsan olon ulsiin erdem shinjilgeenii khural), 
Ulaanbaatar, 1999, p. 93. なおケンセ（Kengse）親王は康熙帝の第17皇太子允礼（1697-1738）を
さす。

12 Kh. Luvsanbaldan, Tod üseg, tüünii dursgaluud, Ulaanbaatar: Shinjlekh Ukhaanii Akademi, 1975, pp. 
125-128.

13 Mingγad Erdemtü, Rabǰamba Zaya Bandida Namqayiǰamsu-yin sudulul, 2011, p. 139.
14 Ibid., p. 136.
15 ターラナータの編纂した経典集についてはつぎの論文参照。A.V. Zorin, “Lines of development 

of the Tibetan editions of Gzungs bsdus collection first printed in the Rtag Brtan Monastery founded 
by Tāranātha,” Vestnik RUDN, Serija Filosofija, 2014, No.1. 
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読本 16のなかにこのリストを収録するさいに、シャルマンジャエフ写本によったため、順

番のあやまったテキストが出版されてしまったことだ。したがって、Ts.ダムディンスレン

はモンゴル文字版の『ザヤ・パンディタ伝』のなかのリストの順番にしたがいつつ、A. M. 

ポズネエフ刊行のテキストをも参照するという、困難な作業をしいられたことになる。

このような困難な作業をへて、Ts. ダムディンスレンは『モンゴル文学百選』（1959年）

のなかに『ザヤ・パンディタ伝』をいれ、ザヤ・パンディタの翻訳した経典のかずを177、

弟子たちの翻訳を37点とかぞえ、モンゴル語のタイトル（モンゴル文字）をしめし、チベッ

ト語のタイトルも復元して併記した 17。チベット語のタイトルを併記したのが、Ts. ダム

ディンスレンの最大の功績で、かれのつくったリストは将来もその価値をうしなうことは

ないであろう。ただ問題は、Ts. ダムディンスレンがトド文字写本をひとつも参照できな

かったこと、経典のタイトルがトド文字ではなくモンゴル文字でしめされていることだ。

うえでものべたが、40年後の1999年、A. G. サズィキンはナツァグ・ベイセ写本の写真、

ローマ字転写、ロシア語訳（G. N. ルミャンツェフの訳稿にもとづき、サズィキンが改訂）

を刊行したが、そこではザヤ・パンディタが翻訳した経典の数は186、弟子たちの翻訳は36

となっている。この解釈はいまでもカルムイクをふくむロシアの研究者によって支持され

利用されている。

その約10年後に刊行された、M.エルデムトとKh.ビャンバジャブの研究書はいずれも、

ザヤ・パンディタによる翻訳の数を178としている。ただし、両者の解釈はリストの最後の

部分では若干ことなる。

このように、研究者によってラドナバドラのリストの解釈はすこしずつことなる。しか

し注意すべきは、研究者によって翻訳された経典類の点数がことなるのは、写本のちがい

によるのではなく、タイトルをどこで区切るかについての解釈のちがいに由来するという

ことだ。以下でツォンカパ作の弥勒頌を例にこの問題を検討する。

1.2．ツォンカパ作の弥勒頌

ラドナバドラのリストにMayidariyin maqtāl, oqturγui metü kigēd yeke amuγulangというタ

イトルがみえる 18。3種類のトド文字写本では、このようなタイトルになっているが、モン

ゴル文字写本ではMayidari-yin maγtaγal oγtarγui metü kigedのあとにべつの文殊頌の経典名

16 A. M. Pozdneev, Kalmytskaja khrestomatija dlja chtenija v starshikh klassakh kalmytskikh narodnykh 
shkol, 2nd. ed., S. Peterburg: Tipografija Imperatorskoj Akademii Nauk, 1907.

17 Če. Damdinsürüng, Mongγol uran ǰokiyal-un degeǰi ǰaγun bilig orosibai, Ulaγanbaγatur, 1959, pp. 
327-334.

18 ナツァグ・ベイセ写本 : 9v32-33, ザハチン写本 : 10v16-18, シャルマンジャエフ写本 : 20r20-22, 
モンゴル文字写本 : 9v15-17. 
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（Manǰusiri-yin maγtaγal egülen-ü dalai kiged）がかかれ、そのあとにyeke amuγulangがつづく

という変則的なかたちになっている。ダムディンスレンをはじめとする研究者たちの番号

づけはつぎのようである。

Ts.ダムディンスレン : No. 147. Mayidari-yin maγtaγal oγtarγui metü kiged (Mayidari-yin 

maγtaγal oγtarγui metü kiged yeke amuγulang), Tib. Byam pa’i bstod pa zab yangs ma.

A.G.サズィキン : No.150. Mayidariyin maqtāl, No.151. Oqturγui metü kigēd, No.152. Yeke 

amuγulang.

Kh.ビャンバジャブ : No. 148. Mayidariyin maqtāl oγturγui metü kigēd, Tib. Byam pa’i bstod 

pa. No. 149. [Mayidariyin maqtāl]Yeke amuγuulang, Tib. Byam pa’i bstod pa zab yangs ma.

M.エルデムト : No. 148. Mayidari-yin maγtaγal oγtarγui metü kiged yeke amuγulang.

これらを整理するとTs.ダムディンスレンとM.エルデムトはひとつの頌、Kh.ビャンバ

ジャブは2種類の頌、A.G.サズィキンは3種類の頌とかんがえている。3とおりの解釈のい

ずれがただしいのかは、チベット語の原典との対照の作業によって解決されるはずだ。リ

ストのこの部分はさまざまな頌（maqtāl）を羅列しており、ザヤ・パンディタが弥勒仏の頌

を何種類翻訳したのかが問題になる。

B.サリヴァンによると、ツォンカパ作の弥勒仏への頌zab yangs ma『深遠で広大（な智）

をもつ者』は、ダライ・ラマ5世が重視した頌のひとつであり 19、これがOqturγui metü kigēd 

yeke amuγulangに対応するとしたダムディンスレンの解釈は、ことばのうえから、適切だと

おもわれる。したがって、この場合はエルデムトの分類が妥当であり、ビャンバジャブと

サズィキンの解釈は不適切とすべきであろう。

なお中国国内所蔵のモンゴル語古文献目録にはザヤ・パンディタの翻訳した2種類の弥

勒仏への頌（maγtaγal）がのっている。ひとつは内モンゴル師範大学図書館所蔵のMayidari-

yin maγtaγal esrua-u titim kemekü orosiba『弥勒への頌、梵天の宝冠』という、上記ケンセ親王

の蔵書印のおされたモンゴル文字の写本である 20。この頌の作者がツォンカパであること

はコロフォンからあきらかで、チベット語の原文がRgyal ba byams pa mgon po la smre 

sngags kyi sgo nas bstod pa tshangs pa’i cod paṇだということも確実とおもわれる。esruaは

tshangs pa （梵天）を、titimは cod paṇ（宝冠）をそれぞれ意味するからだ。

19 Brenton Sullivan, Building a Religious Empire: Tibetan Buddhism, Bureaucracy, and the Rise of the 
Gelukpa, Philadelphia: University of Pennsylvania Press, 2021, p. 145.

20 Dumdadu Ulus-un erten-ü mongγol nom bičig-ün yerüngkei γarčaγ （『中国蒙古文古籍总目』）, Begeǰin, 
1999, No. 2990.
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この頌はラドナバドラのあげた翻訳経典類のリストにははいっておらず、ザヤ・パンディ

タの翻訳の研究のうえでは貴重な資料といえる 21。

中国内で確認されている、ザヤ・パンディタ訳のもうひとつの弥勒菩薩の頌は、目録に

よれば、国家図書館が故宮図書館写本の複写というかたちで所蔵しているモンゴル文字写

本Mayidari-yin maγtaγalである。コロフォンにはダライ・ラマの作で、翻訳を依頼したのは

Vayiǰang ［Jayisangの誤記］Balbaγači（ザヤ・パンディタの甥で、チベットに巡礼にいく途中、

青海地方で死亡したザイサン・バルバーチ）と明記されている 22。問題はコロフォンではタ

イトルがMayidari-yin ǰalbarilとされていることで、こちらが本当のタイトルである可能性

がたかい。となると、この写本は頌ではなく、祈願文のジャンルに属するということになる。

実際のところ、L.アルタンザヤーはこの翻訳についても、ケンセ親王允礼のコレクション

にふくまれている写本としてすでに1999年の論文でコロフォンを紹介しており、そこでも

タイトルはMayidari-yin ǰalbarilとなっている 23。

2．翻訳された経典の同定

ザヤ・パンディタと弟子たちによる翻訳の全体像とその性格をあきらかにするためには、

インド起源の仏典、チベット起源の経典のいずれについても、翻訳のもとになった原典を

あきらかにするための基本的作業が必要とされる。

しかし前節で検討したラドナバドラのリストでは、経典類の完全なタイトルはしめされ

ず、簡略化されたタイトルのみ記録されているため、翻訳されたテキストがのこされてい

ない場合、その同定は簡単ではない。この簡略化されたタイトルをもとに復元されたチベッ

ト語のタイトルも、全面的に信頼できるものとはいいがたい。

すでに前節でも経典の同定のこころみはなされたが、あらためてふたつの作品について

検討してみる。

2.1. Tarxou zarliq『（カダム派の祖師たちの）お言葉の真髄』

このTarxou zarliq24という作品は、Ts.ダムディンスレンがザヤ・パンディタの訳した経

典のなかで唯一、対応するチベット語をしめしていない。当時は同定が困難であったこと

21 アルタンザヤーはすでに1999年の論文で、この翻訳のコロフォンの部分を紹介している（L. 
Altanzayaa 1999, p. 90）。ただし同氏は、ツォンカパ作の頌のチベット語タイトルはしめしてい
ない。

22 Dumdadu Ulus-un erten-ü mongγol nom bičig-ün yerüngkei γarčaγ, No. 2994.
23 L. Altanzayaa 1999, p. 91.
24 ナツァグ・ベイセ写本 : 9r9, ザハチン写本 : 9v18, シャルマンジャエフ写本 : 21v4 Tarxu zarliq, 
モンゴル文字写本 : 8v26.
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がわかる。

この経典は研究者たちによって以下のように番号がつけられている。

Ts.ダムディンスレン、Kh. ビャンバジャブ、M.エルデムト : No. 53.

A. G. サズィキン : No. 57.

これらのうち、Kh.ビャンバジャブ（2009年）ははじめて bka’ gdams gdams ngagという

チベット語のタイトルをしめし、正式の名称はZarlig uvidasiin tarkhuu zarligだとし、「アティ

シャやドムトンが基礎をおいたカダム派のおしえ」と注記している 25。

以下、このKh.ビャンバジャブの同定が適切かどうかを検討する。

まずオイラト語の正式なタイトルについては、すでにKh. ロブサンバルダンがこの経典

のコロフォンを紹介するさいにZarliq ubadišiyin tarxou zarliqというタイトルをしめし、ア

カデミー言語文学研究所とモンゴル国立図書館に写本が所蔵されていると注記してい

る 26。

M.エルデムトによれば、中国の内モンゴル図書館、内モンゴル師範大学図書館にこの作

品のモンゴル文字写本Juu Atiša-yin ubadis ündüsülegsen ǰirüken-ü ügeが計3点所蔵されてい

るという 27。

またペテルブルクの東洋写本研究所にはこの文献の写本が4点所蔵されている。そのう

ち3点（Nos. 4641-4643）はモンゴル文字、1点 （No. 4644） はトド文字でかかれている。こ

れら4点の写本のタイトルはうえのZarliq ubadišiyin tarxou zarliqとはまったくかけはなれ

ており、通常の検索ではこれらにたどりつくのは困難である。同定するうえでカギとなっ

たのは、N.S.ヤホントワの論文（2018年）に掲載された、O. M.コワレフスキーの収集した

1写本（C 45）のタイトルの写真である 28。同写真には、チベット語のタイトルBka’ gdams 

thor bu la とそのモンゴル語訳Ubadis ündüsülegsen tarqamalがうつっている。このC 45は、

サズィキンの目録のNo. 4642 Gadan tarboに相当する。No. 4642の記述によれば、この写本

はNo. 4641とおなじ作品、すなわちザヤ・パンディタが訳した『アティシャの教え』である

という。

No. 4641（タイトルはΓadin tarba orosiba,ザヤ・パンディタ訳と明記）には以下のチベッ

ト語のタイトルがしめされている。Bka’ gdams kyi skyes bu dam pa rnams kyi gsung bgros 

25 Kh. Byambajav 1999, p. 38, n. 123.
26 Kh. Luvsanbaldan, “Oiradiin Zaya Bandidiin orchuulgiin tukhai medee,” Khel Zokhiol Sudlal, Vol. 6, 

Fasc. 1-13, 1969, p.148.
27 M. Erdemtü 2011, p. 171, n. 79.
28 N.S. Yakhontova, “Materialy O. M. Kovalevskogo v Otdele Rukopisej i Dokumentov Instituta 

Vostochnykh Rukopisej RAN,” Uchenye zapiski Kazanskogo Universiteta, Serija gumanitarnye nauki, 
Vol. 160, No. 6, 2018, p. 1297.
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thor bu ba rnams bzhugs so（一部、スペリングを修正）。

このチベット語のタイトルをBDRC（Buddhist Digital Resource Center）で検索すると、まっ

たくおなじタイトルの文献がえられる（MW23746）。この文献の通称（Running Title）は

Bka’ gdams gsung thorだという。

これではっきりしたのは、ビャンバジャブ（2009）がしめしたBka’ gdams gdams ngagと

いうチベット語のタイトルは、おそらく厳密にいえば不適切で、Bka’ gdams gsung thorとす

べきこと、『ザヤ・パンディタ伝』の作者ラドナバドラは、通称の前半のBka’ gdamsまで省

略しgsung thorに対応するオイラト語Tarxou zarliqのみしめしたため、Ts. ダムディンスレ

ンが同定できなかったことである。

カダム派の祖師たちのおしえのエッセンスをあつめたこのチベット語の著作はモンゴル

地域でよくよまれたらしく、Ts. ダムディンスレンのコレクションのなかには、イフフレー

版、べつのハルハ版の2種類の木版本（チベット語）が確認される 29。同コレクションの目録

の編纂者は、タイトルをGaadambiin deedsiin zarligiin khuraangui（『カダム派の祖師たちの

お言葉の抜粋』）と訳している。したがって、うえで紹介したビャンバジャブの説明は、そ

れ自体基本的にただしいことがわかる。

チベット語の原著の編纂者のなまえは、BDRCからもダムディンスレン・コレクション

の目録からもあきらかにしえない。サズィキンは上述のペテルブルク写本（No. 4641）の記

述のなかで、編纂者を toyin Kelen bisilγaγčiとしている。これがいかなるチベット語のなま

えをあらわしているのかは、いまの段階では不明で、今後あきらかにする必要がある。

2.2．ダライ・ラマ5世の教書

ザヤ・パンディタの弟子が訳した作品のリスト（Kh.ビャンバジャブ : No. 21）にはいっ

ているDalai blamayin zokōqson subusun eriken30に対してTs.ダムディンスレンは、Tā la’i bla 

mas mdzad pa’i mu the li’i phreng baというチベット語をしめしている 31。

BDRCにダライ・ラマ5世の著作Lugs zung gi bslab bya mu thi la’i ‘phreng baという文献が

登録されており（WA1KG23849）、“Verse instruction to Khalkha Thushe Yethu Dorje Gyaltsen ［= 

Gyalpo］on the theory of the Tibetan Church and State”という説明がふされている 32。mu thi la’i 

29 D. Mönkh-Otgon (ed.), Ts. Damdinsürengiin ger muzein tövd nom sudriin bürtgel, Ulaanbaatar: 
Soyombo Printing, 2018, Nos. 795, 796.

30 ナツァグ・ベイセ写本 : 10v10-11, ザハチン写本 : 11v5-6, シャルマンジャエフ写本 : 23v14-16, 
モンゴル文字写本 : 10r27-28 Dalai blam-a-yin ǰokiyaγsan subud erike.

31 Jaγun bilig, p. 334, No. 21.
32 BDRCでは、1982年にダラムシャーラーで刊行されたLugs zung gi bslab bya mu thi la’i ‘phreng 

baのテキストの全文が公開されている。
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‘phreng ba（mu the li’i phreng ba）はsubusun eriken（真珠の念珠）と完全に一致するので、こ

れがチベット語の原典に相違ないとおもわれる。したがって、このばあいのダライ・ラマは、

5世ガワン・ロブサン・ギャツォをさす。

ここでのべられているハルハのトゥシェート・ハーンは、ゴンボドルジ（1594-1655）を

さしている可能性がたかい。ゴンボドルジ・トゥシェート・ハーンが1645年にチベットを

訪問したとき、ダライ・ラマはゴンボドルジの希望により、Guruyogaのテキストを著し

た 33。このときにmu thi la’i ‘phreng baの著述の依頼もなされたのではないだろうか。

いずれにせよ、この作品はダライ・ラマ5世のモンゴルの王侯に対するつよい影響力を

具体的にしめす資料として、たいへん注目される。

ペテルブルク大学図書館にのこるトド文字写本（No. 948（3））のタイトルはXoyor yosoni 

surγālで、訳者はザヤ・パンディタの弟子Tshul khrims rgya mtshoとなっている。このことか

ら、ラドナバドラがこの作品をザヤ・パンディタの弟子による翻訳のリストにいれたのは

ただしかったことが確認される。

中国の諸機関には、この作品の写本が6種類所蔵されている 34。なおTs.ダムディンスレン

のコレクションのなかにのこされた活版本Qoyar yoso-luγ-a barilduγsan surtaγal-un ulaγan 

subud erike kemegdekü orosibai 35は、そのコロフォンから判断してべつの翻訳である。

さて、ここで問題となるのは、ラドナバドラがザヤ・パンディタの翻訳した作品として

Dalai blamayin zokōqson xoyor yosuni surγāl36をリスト（Kh.ビャンバジャブ、M.エルデムト : 

No. 33）にいれていることだ。そのタイトルから判断し、またザヤ・パンディタ訳のこの教

書の写本はこれまでみつかっていないこともかんがえあわせると、うえでとりあげたダラ

イ・ラマ5世の教書とおなじものをさしている可能性がある。

3．ザヤ・パンディタの著作『宝論』（Erdeni šaštir）

ザヤ・パンディタが経典の翻訳以外に独自の著作をかいたのかどうか、という問題は韻

文のコロフォンをのぞけば、ザヤ・パンディタ研究のなかで、ほとんどふれられていない。

ここでは、Erdeni šaštir37という作品を例にこの問題を検討してみたい。Ts.ダムディンス

33 Ngag dbang blo bzang rgya mtsho, The Illusive Play: the Autobiography of the Fifth Dalai Lama, 
translated by Samten G. Karmay, Chicago: Serindia Publications, 2014, pp. 192-193.

34 Dumdadu Ulus-un erten-ü mongγol nom bičig-ün yerüngkei γarčaγ, Nos. 8544-8549.
35 G. Bilgüüdei et. al. (eds.), Ts. Damdinsürengiin ger muzein mongol nom sudriin bürtgel, Ulaanbaatar: 

Soyombo Printing, 2018, No. 445.
36 ナツァグ・ベイセ写本 : 8v31-33, ザハチン写本 : 9v6-7, シャルマンジャエフ写本 : 21r8-9, モン
ゴル文字写本 : 8v16-17.

37 ナツァグ・ベイセ写本 : 9v15 Erdeni šaštar, ザハチン写本 : 10r30 Erdeni šaštir, シャルマンジャエ
フ写本 : 19v11-12 Erdeni šaštar, モンゴル文字写本 : 9v2 Erdeni sastar.
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レンは、No. 125. Erdeni šastirに対して、Rin po che’i bstan bcos というチベット語を対応さ

せている 38。

ペテルブルクの東洋写本研究所には、この作品のさまざまなタイトルのトド文字、モン

ゴル文字の写本があわせて9点所蔵されている 39。サズィキンの記述によると、「訳者

（perevodchik）」がしるされているのはNo. 4062. Erdeni šastir orsiboi（トド文字写本）のみで、

他は「訳者」を欠くという。Kh.ロブサンバルダンは1975年刊の著書にレニングラードに

所蔵されている一写本Erdeni šastirのコロフォンをのせているが 40、同写本がこのNo. 4062. 

Erdeni šastir orsiboiをさすのは確実である。

同コロフォンには、以下のようにかかれている。Burqani zarliq sudur šastir zürkeni sayitur 

xurāqsan bükü šütülüqtei xubitani erel xangγaqči ene erdeni šastir, ... ... toyin Cecen rab ‘byam Za-

ya surxui küsen duršiqčini oyoun delgerüküyin tula nayiroulbai.（仏陀のおことばや経や論の真

髄をあつめた、すべての信者の必要をみたす、この宝論を . . . . . .　トイン・ツェツェン・ラ

ブジャム・ザヤが、まなぶことを欲するものたちの知恵が増すように編纂した）。

ここで注目すべきは、「翻訳した」を意味するorčiulbaiあるいはmongγolčiloboiがつかわ

れず、「編纂した」の意味のnayiroulbaiという語がえらばれていることである。すなわち、

この作品は翻訳ではなく、ザヤ・パンディタの著作である可能性をしめしている。

ザヤ・パンディタ訳の経典類のコロフォンをあらためて精査してみると、Kh.ロブサン

バルダンがあつめた65種類のコロフォンでは、orčiulbaiやorčiuluqsanなどorčiul-（翻訳する）

をふくむ例が60例、mongγolčiloboiが1例、orosiγulaγsanが1例、nayiruuluqsanが1例（No. 

59. Bisilγal onisoni arγa）、nayiroulbai が1例（No. 64. Erdeni šastir）、nayiroulun zokōqsonが1

例（No. 65. Tüb üzeliyin blama yoγa）となっている。すなわち、翻訳の場合は圧倒的大部分が

orčiul-（翻訳する）という動詞ではっきりと明示されている。

No. 65. Tüb üzeliyin blama yoγaの場合、nayiroulun zokōqson（著述した）となっているので、

翻訳の可能性はなく、著作とみなすほかはない。ところがなぜか、Kh.ロブサンバルダン

はこれらをすべて翻訳とみなしているし、他の大部分の研究者も同様である。

翻訳ではなくザヤ・パンディタの著作の可能性のある3種類の作品、すなわちTüb 

üzeliyin blama yoγa, Bisilγal onisoni arγa, Erdeni šastirのうち、前二者はラドナバドラの翻訳

書リストに掲載されていないが、Erdeni šastirの場合は同リストにのっているので、これを

翻訳とみなす理解が支配的になったのは無理もないかもしれない。

38 Jaγun bilig, p. 331.
39 A. G. Sazykin, Katalog mongol’skikh rukopisej i ksilografov Instituta vostokovedenija Rosijskoj 

Akademii Nauk, Vol. III, Moskva, 2003, Nos. 4062-4069.
40 Kh.Luvsanbaldan, Tod üseg, tüünii dursgaluud, 1975, p. 314, No. 64.
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実はこのErdeni šaštir はドイツの図書館にも2点のトド文字写本が所蔵されており、すで

に60年以上まえにW. ハイシッヒによって記述されている 41。ザクセン州立図書館に所蔵さ

れるNo. 312. Eril xangγaγči erdeni šastir orošiboの項目では、コロフォンのローマ字転写とド

イツ語訳もしめされている。ハイシッヒはこの作品をザヤ・パンディタにより「著された」

（verfaßt）『ラマイズムの摘要』（Synopsis der lamaistischen Religion）と呼んでいる。

要するに、このErdeni šaštirは特定のチベット語の経典をモンゴル語に訳したものでは

なく、ザヤ・パンディタがオチルト・タイジの依頼で一般信者むけにかいた簡便な仏教入

門書ではないか、という印象をあたえる。

中国のM.エルデムトは新疆の個人所有（Qar-a-yin Toγtaqu所蔵）のErdeni šaštirの一写本（ト

ド文字）では、コロフォンの一部がことなっていると指摘している。すなわち、うえでしめし

た surxui küsen duršiqčini oyoun delgerüküyin tula nayiroulbaiが、 同 写 本 で は süǰügten-i 

uduriduγči Qonǰin blam-a-luγ-a ǰöblen nayiraγulbai （信者の指導者ホンジン・ラマと協議しつ

つ編纂した）となっているという（エルデムト氏はトド文字をモンゴル文字にかえている）。

同氏は、この写本がよりふるい本来のテキストをつたえていること、また、この作品はこ

れまでみつかっているザヤ・パンディタの翻訳のなかで唯一共訳のかたちをとっているこ

とを強調している 42。

実はM.エルデムトにより最近出版された全50冊のトド文字文献の叢書には、問題の写本が

Toγtaqu-yin Bayanǰirγal所蔵本としてはいっており、コロフォンは以下のようである。すなわち、

sudur tarniyin nom üčüüken sonosoqsan toyin Cecen rab ‘byam pa, süzüqteni uduriduqči Xonjin 

blama-luγā zöblön nayiruulbai（顕教と密教のおしえを多少まなんだトイン・ラブジャンバが、

信者の指導者ホンジン・ラマと協議しつつ編纂した）43。（本稿の最後の写真参照）

問題は、この写本のタイトルが、Erdeni šaštir orošibo, Dalai blamayin zokōqson sudurとなっ

ていることだ。このまま訳すと『宝論、ダライ・ラマのあらわした経典』になり、ダライ・

ラマの著作と解釈されうる。

このテキストを通読してみると、地獄のありさま、須弥山を中心とした世界観、人間世

界の成立、善きおこないの奨励などがのべられており、チューギェル・パクパ（Chos rgyal 

ʼPhags pa, 1235-1280）の『彰所知論』（Shes bya rab gsal）等をもとに仏教教理を説明した、

教化のためにかかれた入門書の性格をもっていることがわかる。そのことは、本写本のコ

41 W. Heissig, Mongolische Handschriften, Blockdrucke, Landkarten, Wiesbaden: Franz Steiner, 1961, p. 
183, Nos. 312, 313.

42 M. Erdemtü 2011, p. 169, n. 73.
43 Erdeni šaštir orošibo, Dalai blamayin zokōqson sudur, 11b-12a: Mingγad Erdemtü (ed.), Ili-yin γool-

un urusqal daγu oron-du qadaγalaγdaǰu bayiγ-a todo üsüg-ün surbulǰi bičig-ün čiγulγan, Vol. 48, 
Qayilar, 2019, pp. 377-378. 
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ロフォンの末尾にかかれた“xamaq burxan nomloqson saba šimiyin toqtol” 「すべての仏たち

の説いた世間（saba šime）のなりたち」 （12a）という表現からも確認される。

この写本のタイトルに「ダライ・ラマのあらわした」という表現がはいっているのは、単

に権威づけのためにくわえられたと解釈すべきであり、ザヤ・パンディタが独自に編纂し

たテキストとかんがえるのが自然であろう。

おわりに

ザヤ・パンディタとその弟子が訳した経典類のうち、現在までつたえられているのは、

その半分程度だと推定される。これは、オイラド内の内部対立による戦争、あるいは清軍

の対ズーンガル戦争、20世紀にはいってからの社会主義政権による仏教敵視政策などに

よってうしなわれたためだとおもわれる。

トド文字によりうつされた写本、あるいは少数の刊本（木版本）は、オイラド人の文化的

アイデンティティを構成するひとつの要素とかんがえられ、その研究は、モンゴル文化を

より体系的、総合的に理解するうえで、きわめて重要視される。

小論では、オイラド文語に訳された仏教書を中心に、オイラド文化研究の基礎的作業と

して、ザヤ・パンディタとその弟子による翻訳の問題を検討した。のこされた課題は非常

におおく、今後もひきつづき研究成果の発表の機会をえたいとおもう。

（謝辞）

本稿は、ジューンガル研究会で『ザヤ・パンディタ伝』の訳註を作成する過程でえた知見

をもとにしている部分がおおい。宮脇淳子氏をはじめとする同研究会のメンバーに謝意を

表したい。
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Erdeni šaštir: Mingγad Erdemtü (ed.), Ili-yin γool-un urusqal daγu oron-du qadaγalaγdaǰu bayiγ-a 

todo üsüg-ün surbulǰi bičig-ün čiγulγan, Vol. 48, Qayilar, 2019, pp. 377-378.

（ふたき・ひろし　東京外国語大学名誉教授）
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作家D. ツェデブの戯曲「夏の思い出」の創作の 
由来およびその主意と芸術上のいくつかの特徴 1

岡　田　和　行	
ゴンボスレン・ガルバヤル

序 文

モンゴル国の学術作家ドジョーギーン・ツェデブ（Dojoogiin Tsedev, 1940-2023）2は、

1992年11月から1996年3月まで、東京外国語大学に客員教授として勤務していた。D.ツェ

デブ教授は同大学に在職中、「モンゴルの口承文芸と書写文学における魔法と前兆につい

て—モンゴル英雄叙事詩と『モンゴル秘史』の関係の問題について—」（『東京外国語大学

論集』、第47号、1993年、89-108頁、岡田和行訳）、「『モンゴル秘史』における数の象徴的

意味について」（『東京外国語大学論集』、第49号、1994年、57-82頁、岡田和行訳）、

「BNMAU-iin töriin duural zokhiogdson tüükh khiigeed tüünii üg khedentee öörchlögdsönii uchir 

（1）（モンゴル人民共和国の国歌創作の歴史とその歌詞が何度か変更された理由 （1））」（『日

本モンゴル学会紀要』、第26号、1995年、17-30頁）、「BNMAU-iin töriin duural zokhiogdson 

tüükh khiigeed tüünii üg khedentee öörchlögdsönii uchir （2）（モンゴル人民共和国の国歌創作

の歴史とその歌詞が何度か変更された理由 （2））」（『日本モンゴル学会紀要』、第27号、

1996年、31-44頁）、「“Mongol intyernatsional” duunii ündeslel（「モンゴル・インターナショナ

ル」という歌の由来）」（『東京外国語大学論集』、第52号、1996年、223-247頁）などの研究

1 本稿は次のモンゴル語論文の共著者の岡田による和訳である。K.Okada, G.Galbayar, “Zokhiolch 
D.Tsedeviin “Zun tsagiin dursamj” jüjgiin tüükh khiigeed utga sanaa, uran saikhnii ontslog”, Yapon 
dakhi Mongoliin Uran Zokhioliin Niigemleg baiguulagdsanii  50 j i l i in oid zoriulsan 
ULAANBAATARIIN KHURAL - 2023 olon ulsiin erdem shinjilgeenii khural, Ryedaktor B.Mönkhbayar, 
“Gcom Press” Co., Ltd., Ulaanbaatar, 2023, pp.119-134.（K.オカダ、G.ガルバヤル「作家D.ツェ
デブの戯曲『夏の思い出』の創作の由来およびその主意と芸術上のいくつかの特徴」『日本モ
ンゴル文学会創設50周年記念「ウランバートル－2023」国際学術会議』、編集者Ｂ .ムンフバ
ヤル、「ジーコム・プレス」出版社、ウランバートル、2023年、119-134頁）。訳文中の〔　〕の
中は訳者による補足あるいは注記である。

2 1940年にモンゴル人民共和国バヤンホンゴル県バヤンオボー郡に生まれる。1963年にモンゴ
ル国立大学をモンゴル語学文学の教員資格を取得して卒業。1971年に文献学博士候補、1997
年に文献学博士（Sc. D）の学位を取得。モンゴルの文学、文献学、高等教育、文化芸術の分野
で多年にわたり活動し1999年に教授資格を取得。氏の創作した叙情的な歌詞や韻文・散文作
品は、近代モンゴル文学の遺産として重要な位置を占めている。モンゴル国文化功労者。
2023年1月6日逝去。氏の詳しい経歴と業績については、岡田和行「ツェデブ先生を偲ぶ」（『日
本モンゴル学会紀要』、第53号、2023年、105-110頁）を参照されたい。
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論文や研究書『Мongol ekh bichgiig shinjlekh arga züin turshits（モンゴル語テクスト研究法試

論）』（東京外国語大学部内資料、1996年、A4判、255頁）を執筆する 3とともに、少なから

ぬ文学作品も創作した。当時創作した文学作品のひとつが戯曲「夏の思い出」である。この

戯曲は、東京外国語大学モンゴル語学科の2年次の学生たちが、1995年11月24日に同大学

の講堂でモンゴル語劇として公演した。この戯曲は当時、学生たちの手によって〔ワープ

ロ版の〕モンゴル語原文の脚本と〔手書きの〕日本語対訳の脚本が作成され、その後2022

年になって、岡田和行が〔モンゴル語原文と日本語対訳を照合・修訂し〕新たに翻訳した。

戯曲「夏の思い出」が執筆されてから28年が経過した。この戯曲には、当時のモンゴル

の社会生活や日本とモンゴルの二国間の文化関係が、両国の一般国民の友情に基づいて芸

術的な手法で叙述されている。したがって、この戯曲について、その創作の理由、作者の回

想、作品に反映され残された意味、その芸術性などを相互に関連づけて研究することは、

現在においても興味深いだけでなく、それ相応の意義も持っている。

1．作家D. ツェデブの戯曲「夏の思い出」の創作の経緯と理由

前述したように、学術作家D.ツェデブは戯曲「夏の思い出」を東京外国語大学に客員教

授として在職中に創作した。これについて、D.ツェデブは「モンゴルと日本の文化関係は

長い年月の歴史を有し、多種多様な色あいを帯びていた。そのような多様性を保持した文

化関係の中には、大から小へ、小から大へといたるまで、それ自身は個別的に存在するよ

うに見えるが、詳細に観察してみると、ひとつの相関関係の中に含まれる事実が数多く存

在する。私が述べようとしている事実も、小さな事例に基づいていることは否定できない。

それは、モンゴル関係の研究者や専門家を養成する世界の多くの大学のひとつである日本

の東京外国語大学において、1995年2月から11月まで9か月間かけて作り上げられた『夏

の思い出』という戯曲とその公演である。三幕九場のこの戯曲は、モンゴル国から招聘さ

れて来日し、同大学で教鞭を執っていた客員教授の私自身（ドジョーギーン・ツェデブ）が、

日本人の教員と学生の要望に応え、芸術の祭典に向けて書いたものである。この芸術の祭

典というのは、東京外国語大学で授業年度に一度、各語学科が主宰し組織する大規模な芸

術行事〔いわゆる「外語祭」の各国語劇〕のことである」4と回想している。この回想から以

下の二点、すなわち、第一に、世界のモンゴル研究の中心地のひとつである東京外国語大

学モンゴル語学科の学生たちが毎年、自分たちが学習し研究している言語の祭典を行い、

3 D.ツェデブ『モンゴル文学の文化遺産』、ウランバートル、2013年、469-471頁。
4 D.ツェデブ「モンゴルと日本の文化関係においては大から小へ、小から大へといたる多くの
事実がひとつの相関関係の中に含まれる」『モンゴルと東北アジア研究』、第3号、2017年、
177頁。
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そのような言語の祭典を通じて、自分たちがその言語を学習している民族の文化と風俗習

慣の集合体ともいえる行事を組織し、それらすべての表現として当該言語による何らかの

演劇を準備し公演していること、第二に、1995年に同大学モンゴル語学科2年次の学生た

ちが、モンゴル国から招聘されて来日し客員教授をつとめていた学術作家D.ツェデブに、

新作の戯曲を書いてくれるよう依頼していたこと、しかも学生たちだけでなく、教員たち

もそのような依頼をしていたことがはっきりと見て取れる。こうして、学術作家D.ツェデ

ブは戯曲「夏の思い出」を教員と学生の依頼に応じて書いたわけだが、その理由について、

氏に以下の質問をし、簡潔な回答を得た。

G.ガルバヤル ―「夏の思い出」という短編の戯曲を、あなたは東京外国語大学に在職

中、同大学の教員と学生の要望に応じて書いたと回想されています。その年度はなぜ教員

と学生が新作の戯曲の執筆を依頼したとお考えですか。あなたはその依頼をどのように受

けとめましたか。

D.ツェデブ ― 東京外国語大学の学生たちには、毎年11月に行われる言語の祭典〔い

わゆる「外語祭」の各国語劇〕で、自分たちが学んでいる外国語で書かれた何らかの戯曲を

公演する伝統があります。つまり、モンゴル語学科の学生たちはモンゴル語の劇を選択し、

その劇を稽古してから上演するということです。わが国の文学において戯曲作品は比較的

遅くなってから発展しましたが、二十世紀初期の戯曲の中にはプロパガンダ風の内容の作

品も多く、またその一方で、わが国の戯曲の言語と文体は、モンゴル語を学習している外

国人学生にとって難解だと感じられるようです。あの年は、私が作家だということもあり、

学生向けの簡潔で内容の充実した、なおかつ平易でわかりやすい会話劇を書いてくれるの

ではないかとの観点から依頼されたのだと思います。私は要望を喜んで受け入れました。

そして何日か考えた後、モンゴルを訪問してきた学生たちに、モンゴルに関わる印象や何

に一番興味を引かれたかなどを質問し調査してから、簡単な話しことばで、モンゴルの生

活と文化を反映した、さらには演者と観客にモンゴルへ行ってみたいという印象を与える

ような戯曲を書こうと決意し、この「夏の思い出」という作品を書きました 5。

作家のこの回答から、この戯曲が、第一にその言語と文体がおもに話しことばで書かれ

たこと、そして第二にモンゴルの生活文化の由来とその本質を日本人学生に解説する内容

を含み、第三に日本人がモンゴルを訪問したり旅行したりするのを勧誘するような内容も

含む、二重の目的を持って書かれたことが明らかとなる。

5 「D.ツェデブ教授との対話」、ウランバートル市バヤンズルフ区第26番街区にあるD.ツェデブ
先生宅で、2022年9月15日。
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戯曲「夏の思い出」が書かれた東京外国語大学は、外国語と国際学を中心に教育と研究

を行ってきた日本で最も古い学校である。1857年に日本の幕府が洋学の教育研究機関と

して開校した蕃
ばん

書
しょ

調
しらべ

所
しょ

がその起源である。1899年には東京外国語学校（Tokyo School of 

Foreign Languages［TSFL］）という名称の、外国語の教育と研究を行う独立した国立学校に

拡大改組された。東京外国語学校〔東洋語速成科〕に一年制のモンゴル（蒙古）語が開設さ

れたのは1908年のことであり、1911年には独立した三年制（1927年からは四年制）の正式

な蒙古語学科〔1919年からは蒙古語部〕となった。第二次世界大戦中すなわち1944年には

東京外事専門学校（Tokyo Foreign Affairs College ［TFAC］）と改称され、蒙古語学科（蒙古語

部）は再び三年制〔の蒙古科〕に戻った。第二次世界大戦後すなわち1949年には現在の東

京外国語大学（Tokyo University of Foreign Studies［TUFS］）という名称となり、新制の四年

制国立大学となった。蒙古科は〔蒙古学科、1961年からモンゴル学科、1964年からモンゴ

ル語学科に改称され、〕外国語学部（Faculty of Foreign Studies）の独立したひとつの学科と

してその活動も強化された。当時のモンゴル語学科の発展について、小澤重男教授は「モ

ンゴル語科は、外国語の実用性を保持しつつも、『大学』が本来持つべき “学術性（アカデ

ミズム）” の世界に立脚する態度を重視する学科になった」6と書き残している。1972年2月

に日本とモンゴルの間に外交関係が樹立され、さらに1974年9月には文化交流協定の取極

が締結された結果、両国間の学生と教員の交換が始まり、D.ツェデブ教授もこのような協

定にしたがって同大学に招聘され、学術研究と文芸創作の両面で大きな成果を残したこと

は上述した通りである。

学術作家D.ツェデブの戯曲「夏の思い出」に当時出演していた学生たちが、当時につい

て、そしてこの戯曲でどんな役をどのように演じたのかについて回想を残しているので、

それらを取り上げてみたい。

Y. Y（東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所准教授）（回想「私をモンゴル語

の世界に導いてくださったD.ツェデブ先生」より）「〔前略〕ツェデブ先生の初の戯曲であ

る『夏の思い出』は、1995年の11月の外語祭で、当時の東京外国語大学外国語学部モンゴ

ル語学科2年生を中心とするメンバーが上演しました。当時はモンゴルの民話をもとにし

たり、日本語で書かれた文学作品を翻訳したりして劇の脚本を書くのが主流だったと思い

ます。しかしながら、せっかく文学者であるツェデブ先生が客員教授としていらしている

のだから、先生に脚本を書きおろしていただこうということで無理を承知でお願いしたの

がこの作品でした。その裏側には、自分たちにモンゴル語による脚本を書く能力がなかっ

6 東京外国語大学史編纂委員会編『東京外国語大学史』、東京、1999年、1019頁。
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たという事情もありました。無理なお願いではありましたが、先生は快くお引き受けくだ

さり、シナリオを書き上げてくださいました。1995年の6月から7月にかけて、私を含むモ

ンゴル語学科2年生のうちの6名がモンゴル国立大学のサマースクールに参加し、初めて

モンゴルを訪れたのですが、その際の思い出について授業中に先生に尋ねられました。そ

の内容は脚本にも盛り込まれています。草原でのツアー中に “Ayanii shuvuud”（渡り鳥）を

覚えて歌ったことは劇中にも出てきますし、ウランバートルの自然史博物館で見た恐竜骨

格の標本の思い出は、脚本中の『恐竜におそわれる悪夢』のシーンに活かされています。つ

たない語学力でしたが、先生はていねいに取材され、作品の中に盛り込んでくださいまし

た。私自身は、主人公である佐藤の学生時代を演じました。〔中略〕私が『夏の思い出』で演

じた『佐藤』は、東京外国語大学でモンゴル語を教えている先生という設定でした。私自身、

その後研究の道に進み、現在では東京外国語大学で教鞭をとり、アジア・アフリカ言語文

化研究所でモンゴル語やブリヤート語に関する研究をしています。思いがけず設定と同じ

ような状況になったのも、何かの運命なのかもしれません。〔中略〕脚本は単にモンゴルの

情景描写だけでなく、悪夢のシーンも盛り込まれ、不思議な展開だと当時は感じていまし

た〔後略〕」。

Y. M（三菱電機株式会社マネージャー）（回想「思い出」より）「〔前略〕『夏の思い出』の

中で、私は “アヨーシ” というモンゴル人の役を頂きました。本の翻訳は、モンゴル語学科

の2年生が手分けして行いました。現在ではGoogle翻訳などを使えばもう少し早く翻訳が

できるのでしょうが、当時は2年生になってもなかなか使い慣れない小澤先生のモンゴル

語の分厚い辞書を引き引き、一生懸命翻訳をしたのを覚えています。また翻訳が終わって

も、台本の内容を理解し、自身のセリフを覚え、発音出来るようになるのが本当に大変だっ

たことを覚えています。場面転換がされるなかで、自身のモンゴル語の理解の拙さも手伝っ

て、全体のストーリーを掴むことすら難しかったですし、それを本当に外語祭までにある

程度美しく演じることが出来るようになるのか、当日まで緊張していたのを覚えています。

放課後に同級生と集まり、発声練習からとにかく一生懸命に練習しました。折角私たちに

台本を書いてくださった先生に、恥を掻かせるのだけは避けたいという思いでした。正直、

語劇を上手く演じ、先生によく出来たね、と褒めてもらいたかったのも覚えています。〔中

略〕私にとっての語劇は、短い東京外大生活の中で、ツェデブ先生が書いてくださった本

物の、美しいモンゴル文学に触れる貴重な機会・経験であったと思い、感謝致しておりま

す〔後略〕」。

K. O（行政書士）（回想「モンゴルの思い出とツェデブ先生」より）「〔前略〕ツェデブ先生

が語劇の脚本を書いて下さいました。モンゴル語学科に在籍しながら、本格的に授業以外

で自分からモンゴル文学を読むことがなかった私にとっては、ツェデブ先生の作風がどう
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であるかなどはわかりませんでしたが、詩人という肩書を持たれているからなのか、回想

というテーマだからなのか、詩のような雰囲気が漂う回想の内容の劇でした。そのころの

私たちは大学生で若かったですし、モンゴル語学科の中年期の先生が過去のモンゴル留学

時代を回想するという設定に自分たちを重ね合わせることが難しかったと思います。私は

素人が演じる劇ならドタバタする面白さがないと演じる方も見ている方も物足りないので

はないかなあと最初は感じながら演技練習に参加しました。私の役は『ボルマー』という

若いモンゴル人女性で、それほどセリフの量が多くはなかったけれど、主役の『佐藤』の留

学生活の思い出の中では、モンゴルならではの経験を彩る大事な役であり、無邪気な性格

の役だったような記憶があります。モンゴル語劇でモンゴル人役をするのは、モンゴル語

を学ぶ者としては光栄だなあという気持ちがありました。私の記憶では、モンゴルをよく

知る人が私の演技を見て『ああ、こういうモンゴル人いるよね』と言ってくれて、そのころ

モンゴルにまだ旅行でさえも行ったことがなく、学内にいるモンゴル人の先生や留学生し

か知らなかった私としては、それを聞いてとても嬉しかった記憶があります〔後略〕」。

K. S（中小企業診断士／日本語講師）（回想「ある自然保護員役の回想」より）「私は1995

年に上演されたD.Tsedev先生作の戯曲『夏の思い出』で、演出及びウヌル（自然保護員）役

を務めたK. Sです。〔中略〕当時20人あまりの小所帯であったモンゴル語学科で語劇を上

演することになった際、高校時代にわずかながら演劇の演出経験を持っていた私に演出担

当の白羽の矢が立った時、自分の中に二つの感情が芽生えたのを覚えています。一つは、

モンゴル国でも著名な作家であるTsedev先生書き下ろしの戯曲を上演できるという希少な

体験ができるという歓びと栄誉。もう一つは、私のようなシロウトに毛が生えた程度の経

験しか持たない者の演出で、先生の名を汚すことなく無事上演に漕ぎ着けられるだろう

か？という不安でした。しかし、そうした当初の不安も、結果的には杞憂に終わりました。

私自身の経験不足、至らない点は多々あったかと思いますが、監督のF氏、共同演出のM氏、

キャスト、スタッフを務めた多くの方の支えがあって、無事上演に漕ぎ着けることができ

ました。また、Tsedev先生の詩情にあふれる戯曲は、演出を考える際にも、個々の場面を

舞台で表現するイメージが自然と浮かび上がってくるので、演出の立場としては、Tsedev

先生の情景描写という『緩やかに流れる大河』に、舟を浮かべて棹差しながら悠々と下っ

ていくだけ、というような演出のしやすさを感じました〔後略〕」。

A. S（歌手／整体師）（回想「オルティン・ドーという素晴らしきものとの出会い」より）

「〔前略〕私たちの大学で秋に催される学園祭では2年生が専門の言語で劇を上演する伝統

がありました。私たちがモンゴルでサマーセミナーに参加したときに『渡り鳥』という歌

を覚えたことを先生が知って、劇の一幕にその歌を入れることになりました。先生が私た

ちのために脚本を書いてくださったのは本当にうれしかったのですが、モンゴル語できち
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んと話すこともできないのにどうやって演技をするのかと不安でした。当時はうまく話せ

ないとわかっていながら、どうやってそれを改善すればいいのかわからず、とてもきつい

時期だったと思います。私の役はモンゴル人の補助医ボヤンの役でした。劇の中でモンゴ

ル人が日本の歌を歌っているように歌わなければならないシーンがあり、この役を演じる

のには努力が必要でした〔後略〕」。

H. N（東京外国語大学大学院地域文化研究科博士後期課程単位取得満期退学）（回想「『夏

の思い出』を思い出す」より）「私がツェデブ先生のモンゴル語劇『夏の思い出』に佐藤教

授役で出演したのは1995年11月のこと、今やすでに四半世紀も前の話になってしまった。

〔中略〕『夏の思い出』という戯曲は、全体が夢のような幻想的な色あいで、モンゴルに留学

した日本人学生たちの貴重な体験を描いた作品である。モンゴルの人々の素晴らしい気質

や大自然の美しさが描かれているだけでなく、先史時代から現代までの交流の記憶を抒情

的に歌い上げた「アイニイ・ショボウ（渡り鳥）」という歌を全員で歌う場面は特に感動的

だった。この歌は異国の旅人としての日本人留学生の心情だけでなく、モンゴルに生きる

人々が経験してきた歴史をも表現しているように思われた。こうして『夏の思い出』を演

じた秋は終わった〔後略〕」。

上記6名の学生の回想を観察すると：

―東京外国語大学モンゴル語学科の2年生たちは毎年、モンゴルの民話を題材にするか、

日本語で書かれた文学作品を翻訳するなどして、モンゴル語劇を上演するのを伝統として

きたが、D.ツェデブがこれを改め、当該の学生たちに向けて、モンゴルの文化、風俗習慣、

大自然の美しさを描いた短編の戯曲を創作し上演させた。

―作家D.ツェデブに東京外国語大学の教員と学生が戯曲を書いてくれるよう依頼した。

D.ツェデブはこの依頼に応じ、モンゴルに行ってきた学生たちの印象と彼らの観察を通じ

て、日本人の関心を引きつけるような太古の希少な歴史的遺物、遊牧民の人々の生活に継

承されてきた外国人の注目を集めそうな特殊な事物、モンゴル人の歌や楽曲の魅力、その

独特な旋律や音律などを作品に反映させ、この戯曲を創作した。

―この戯曲は、たった一度の公演で終わったというわけではない。モンゴルの言語と文

化を学んでいる日本人学生の言語能力に重要な影響を与えただけでなく、モンゴル近代文

学の書き方や考え方の一般的な様式を彼らに教示することができたのである。

―作家はこの戯曲を通じて、遊牧文明を有する牧民大衆の生活に継承され残されてきた

敬意を表す慣習、友情の意味、発話の本質、法令の施行状態などの素晴らしい事例を提示

することにより、自分たちの言語と文化を普及させ、さらにはモンゴルという母国を宣伝

する重要な役割を果たした。

2024年3月

－ 207－



―この戯曲、さらにはこの戯曲に描かれたモンゴルの美しい自然と民衆の歌や楽曲の素

晴らしさによって、少なからぬ日本人学生がモンゴルへの親しみを感じ、モンゴル研究へ

の意欲をかき立てるようになった。ここにこの「夏の思い出」という戯曲の持つ意義がはっ

きりと見て取れる。

2．作家D.ツェデブの戯曲「夏の思い出」の主意と芸術上のいくつかの特徴

作家D.ツェデブの戯曲「夏の思い出」は三幕九場の短編の作品である。戯曲の登場人物

は以下の通りである。

佐藤（Sato）－ 大学教授、日本人、男、48歳

佐藤（Sato）－ 学生、日本人、男、22歳（佐藤教授の回想に登場する留学時代の佐藤）

中田（Nakada）－ 学生、日本人、女、20歳

アヨーシ（Ayush）－ 学生、男、22歳

ボルマー（Burmaa）－ 学生、女、20歳

ウヌル（Önör）－ 自然保護員、男、60歳

ドンドブ（Dondov）－ 医師、女、45歳

ボヤン（Buyan）－ 准医師、女、20歳

バータル（Baatar）－ 牧民、男、45歳

エンフマー（Enkhmaa）－ 牧民、バータルの妻、38歳

ガンティグ（Gantig）－ 牧民の子ども、バータルとエンフマーの息子、5歳

吾孫子（Abiko）－ 司会役の学生、日本人、女、20歳

恐竜（Üleg gürvel）

この戯曲の特徴は、三幕九場の他に、戯曲のプロットの発端となる序幕、戯曲のプロッ

トの結末となる終幕によって構成されていることにある。戯曲は、序幕で司会役の学生が

教授に学生時代にモンゴルで経験した興味深い出来事を回想してもらい、それを話しても

らう形式で始まる。つまり戯曲は、司会役の20歳の女子学生吾孫子と佐藤教授との以下の

ような対話で始まる。

吾孫子「先生は人生の数年間をモンゴルで過ごされたとお聞きしましたが」

佐藤「ええ、そうなんです！　私は東京外国語大学のモンゴル語学科で勉強してから、

モンゴル国立大学に留学しました」

吾孫子「それでしたら、面白い話や思い出話がきっとたくさんおありでしょうね？」
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佐藤「お話しすればいろいろとあるでしょう。でも、私の人生のあの数年間は、だれにとっ

ても面白いというわけではありませんよ」

吾孫子「そもそもそれだけを特に取り上げて面白いことなどないでしょうね。興味深い

世界とは、人それぞれの人生で、特にすばらしい瞬間にしか生まれないものですから」

佐藤「それもそうですね！　あなたがどうしても私から何か話を聞きたいと言うなら、

私がモンゴルにいた数年間の中で、ある夏に田舎へ行ったときに経験した、ちょっと

奇妙な出来事についてお話しするのが面白いんじゃないかと思います」

吾孫子「その夏の出来事については私もだれかから聞いたことがあります。だから、先

生にお話しをお聞きしたいと、無理にお願いしているんじゃありませんか？」

佐藤「あなたがあの夏の出来事に興味があるなら、少しばかりお話しすることもできま

すがね」

この作品のあらすじ〔や作者のあいさつ、配役、スタッフ〕について、東京外国語大学の

学生たちが日本語とモンゴル語で書いたワープロ版のパンフレット〔全6頁〕が残されて

いる。その日本語版のあらすじ〔3頁〕は以下の通りである〔／は改行を示す〕。

「佐藤は大学教師、現在は東京外国語大学のモンゴル語学科で教鞭を取っており、多忙な

日々を送っている。／そんな秋のある日、女学生吾孫子との会話をきっかけに、彼は学生

時代モンゴルに留学していたころのかけがえのない体験を思い出してゆく。／大学の友人

アヨーシ、ボルマー、中田と過ごした夏に田舎で牧民の家を訪問したこと、夜の美しい星

空に感動したこと、そして熱にうなされて見た恐竜の夢のこと、それらすべてが、ひと夏

の思い出として、そして人生の夏（青春時代）の思い出として、あざやかに蘇る。／日本人

留学生が体験したモンゴルのひと夏を詩的に描写した、著名な作家そして、詩人であるモ

ンゴル語学科客員教授ドジョーギーン・ツェデブによる書き下ろし作品。／ 1995年　モン

ゴル語（日本語字幕つき） 上演時間50分」

そして戯曲の終幕は、

吾孫子「佐藤先生、遠い昔の学生時代の夏の思い出をお話しいただき、たいへんありが

とうございます」

佐藤「いやいや、どういたしまして！　学生時代の友人たちとモンゴルで過ごしたあの

夏は、今思い返しても、私の人生において本当に記念すべき夏だったなあと思います。

そもそも人の心の海原というものが、常に新たな思い出や回想によって満たされてゆ

けば、その人の伝記のページもその分だけ厚くなるというのは、まさに道理ですね」

吾孫子「先生、アヨーシさんやボルマーさんなど、学生時代のモンゴル人のお友だちと
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今でも交流がありますか？」

佐藤「若いころの、だれにも強制されたわけではない、ごく自然にできあがった心の絆

というものは、それほど簡単に忘れ去られたり、途切れたりするものではなく、生涯

続くものだと言っていいでしょう。アヨーシと奥さん、ボルマーとご主人を私の生ま

れ故郷の東京に招待し、見物してもらったことがあります。私たちはそのとき、モン

ゴルでいっしょに過ごしたあの夏のことについて、笑いと冗談を交えながらとても楽

しく語り合いました。そして、あの夏の出来事は、アヨーシとボルマーの二人にとっ

ても、人生における記念すべき夏として、心に深く刻み込まれているのを知りました」

吾孫子「季節の摂理にしたがえば、夏の次には秋が訪れます。人間にとっては、青春時代

の次には人生の秋が訪れると考えてもよろしいでしょうか？」

佐藤「もちろんですとも。私も人生の秋を迎えているわけですから。人生の秋の伝記の

中から、私の心に記憶として残ったあの夏の出来事をふり返り、その一部を思い出と

してお話ししたんです」

吾孫子「どうもありがとうございました。先生が若い学生たちの中でいつも溌剌とした

気持ちを保ち続け、先生の心が常に夏の光に輝いていることをお祈りいたします」

佐藤「どうかその通りになりますように！」

となっており、末尾には「1995.10 D.Tsedev zokhiov.（1995年10月　D.ツェデブ作）」

との文言が、かなり強調された太字で明記されている。

この戯曲の〔上記パンフレットの〕最初〔2頁〕に、D.ツェデブは〔作者のあいさつとして〕

手書きで「Khünii zürkh setgel durdatgalaar bayan gereltej baig（人の心が美しい思い出でいつ

も輝いているように）」7と書き記し、ウイグル式モンゴル文字で「D.Čedüb（D.ツェデブ）」

と署名している。このことばこそ、作者がこの戯曲に込めた主意を表している。その理由は、

終幕で主役の佐藤教授が発した「そもそも人の心の海原というものが、常に新たな思い出

や回想によって満たされてゆけば、その人の伝記のページもその分だけ厚くなるというの

は、まさに道理ですね」という衷心からの台詞が如実に表している。作者のことばとその

作品の主役の台詞の持つ雰囲気が意味的に一致していることは、このことばの持つ価値を

光り輝かせている。つまりこの戯曲では、人間とは心的な生き物であり、その心が平穏で

幸福ならば、その人生の意味もまたそうなのだ。その心を平穏で幸福にするひとつの大切

なものこそ、その人自身が過ごしてきた人生の素晴らしき思い出なのだ。この戯曲のひと

7 学生たちが作成したパンフレットでは「人の心が美しい思い出でいつも輝いているように」
と翻訳されているが、「人の心が豊かな思い出でいつも輝いているように」の方が原意に近い
〔訳者の注記〕。

『日本とモンゴル』第58巻（144号）

－ 210－



つの特徴は、主人公の佐藤教授もそう、当時の日本人とモンゴル人の若者たちの友情もそ

う、モンゴルの草原とその草原の主人である牧民たちもそう、それらすべての人が喜びに

あふれ、心満ち足り、その目的が達成された状態で描かれている点に見て取れる。言い換

えれば、戯曲のすべての登場人物が何らかの目的を持ち、程度の差こそあれ、その目的を

達成しているのを楽観的に描写しているのである。つまり、その程度に応じて、普通の日

常生活を、不可触にして不可侵の神聖なる自然を、そして新しい学習、知見、労働、生活へ

の希望に胸を躍らせるモンゴル人と日本人の若者たちの行動と関心が小から大に向かって

均一に進行するリズムに合わせて間断なく増大し波及してゆく姿を、モンゴル語の明確化、

深化、強調を表わす素朴で優美な文体と論理的な意味を用いて芸術的に表現できたところ

に、この戯曲の持つ重要な価値があると結論づけることができよう。このことは、この戯

曲が、モンゴル語を学んでいる外国人学生の知識と能力の向上に役立つような言語と文体

で書かれ、その内容と意味が明確に表現された興味深い作品であることを証明している。

戯曲「夏の思い出」で提起されたもうひとつの主意は友情の問題である。人間は心的な

生き物であると上に述べた。心的な表現は人間関係や友情において現出する。人間が健全

な生活を営み、何かの目的を達成するためには、他者の支援や他者との友情がきわめて重

要である。そのため、この戯曲には人間の友情の価値が、日本人とモンゴル人の若者たち

の友情を通して、さらに大きく言えば、日本とモンゴルの二国間の友好関係の問題として

興味深く描かれている。この点については、作家D.ツェデブが後に「戯曲『夏の思い出』の

上演は、モンゴルと日本の文化関係にとって取るに足らない小さな事例のように思われる

が、二国間の外交関係樹立記念という高みから見ると、いずれにせよ、当時の友情の特別

な一頁
ページ

だったという評価と結論に達するのではなかろうか。モンゴルと日本の文化関係に

おいては、大から小へ、小から大へといたる多くの出来事がひとつの相関関係に含まれる

が、『夏の思い出』という芸術作品とその創作、翻訳、公演もその明確な事例のひとつとして、

連綿と続く歴史に残されるであろう」8と述べていることからも明らかである。

日本人の学生たちに、そして彼らを通じて日本人に、モンゴルの生活、文化、飲食物、自

然の美しさを簡潔かつ明瞭に、そして芸術的かつ優美に描いて見せた点において、この戯

曲の内容には価値がある。戯曲にはモンゴル人の主要な飲食物が乳製品と肉料理であるこ

とが描かれている。肉からボーズ〔包子〕、ホーショール〔モンゴル風ピロシキ〕、ゴリルテイ・

シュル〔肉入り汁うどん〕など多くの種類の料理が作られ、それらにはそれぞれ独自の特

色があり、食べる時期、季節、期間、作法があることを日本人学生に教え、モンゴル草原の

8 D.ツェデブ「モンゴルと日本の文化関係においては大から小へ、小から大へといたる多くの
事実がひとつの相関関係の中に含まれる」『モンゴルと東北アジア研究』、第3号、2017年、
178頁。
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自然の美しさを夜の星空などを例にして美しく叙述している。たとえば、佐藤と中田が、

戯曲の中で「周囲は暗くなっている。ただ満天の星だけが光り輝いている」〔ト書き〕のを

見て、

佐藤「空の星はどこから眺めても同じように思えるけど、僕は今まで、どうして東京で

こんなにたくさんの星が空に輝いているのを見たことがなかったんだろう？　高い建

物が視界をさえぎっていたのかな？　東京が空から遠いところにあるのかな？」

中田「東京には夜のネオンの光があふれているから、空の星の光を見えにくくしている

のかもしれないわ。東京で私たちは空全体を眺めることもできない。ただ建物の間か

ら夜空の一部だけを見ているにすぎないのよ」

と話し合っている場面がある。これを横で聞いていたアヨーシとボルマーが、

アヨーシ「僕たちは幼いころから満天の星を見てきたので、星の名前までほとんど知っ

ているよ。あのキラキラ光っている星は北極星で…」（手で指し示す）

ボルマー「あの明るい星は宵の明星（金星）で、あの星はスバル（プレアデス星団）で…。

草原で道に迷ったら、星を頼りにして方角を見つけるのだ、とお父さんは私に星の名

前まで挙げて教えてくれたものだったわ」

と話すことによって、モンゴルの大気が乾燥し，さらに清浄かつ透明なるがゆえに、天空

に無数の星が美しく輝いているのが確認される。そして、それを見たことのない人はだれ

でも、まるで魔法をかけられたように心奪われる姿を叙述している。さらにその最中に天

空に流れ星が見え、この流れ星を通して、両民族の心理と風俗習慣の差異を興味深く表現

することが可能となったのである。戯曲の中では彼らが星について語り合い、星の美しさ

について話し合っているときに流れ星が現れる。その流れ星を見て、

アヨーシ「僕の星じゃない、天の星だ！」（と言って、三回つばを吐く）

佐藤「おい、アヨーシ！　今何て言ったんだ？　僕には全然わからなかったよ」

アヨーシ「僕の言ったことがきみにわからないのも当然だよ。モンゴルには流れ星にま

つわるしきたりと言うか、言い伝えと言うか、一種のおまじないみたいなものがある

んだよ。この地上に暮らしているすべての人にはそれぞれの星があって、その星が天

空にあるんだってさ。地上の人が健康で元気なうちは、空の星も光り輝き続けている

んだって。でも地上の人が息を引き取ると、その空の星は流れ星となって消えてしま
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うんだって。だから流れ星を見た人は、『私の星じゃない！　天の星だ！』って口の中

でつぶやいてから、『ペッ、ペッ、ペッ』と三回つばを吐くんだ」

中田「私たちの日本では、流れ星を見た人は『願いが叶いますように』って三回言うのよ。

一つの自然現象が国や民族によって、こんな風にちがった受けとめ方をされているの

は面白いわね」

と語り合っている。この平易で理解しやすい、簡潔かつ明瞭な説明は、モンゴルと日本両

国民の文化、思想、歩んできた歴史、暮らしてきた地域、そこから生まれてきた観察と結論

に結びついた説明という点において、認識上の重要な意義を持っている。自然の景観、そ

れを認識するモンゴルと日本両民族の理解と説明をさらに明確化して、

佐藤「僕は東京にいるとき、ある旅行会社の広告に『草原でモンゴルのゲルに宿泊して

夜空の星が見られます』って書いてあるのを読んだ記憶がある。その旅行会社の広告

には、至極当然なことが書かれていたわけだけど、モンゴルに来るまでは、夜空の星

がこんなに美しいとは、日本人にはまったく理解できないことだろう。まさにこのよ

うな一点の曇りもない静かな夜、地上から天空の星を見上げると、外国人、とりわけ

日本人にとっては、本当に驚き以外の何物でもないね」

という理解に基づいて強調し叙述している。さらにこれを受けて、あるモンゴルの詩人の

アヨーシ「この静けさを描写して、あるモンゴルの作家が、

『周囲は心臓の鼓動が聞こえるほど静寂

移り行く世界でただ一度しか出あえないほど静謐』

と書いているのを僕は忘れることができない」

という優美な詩によって再び強調し、明瞭かつ芸術的に描写している。これに対して、

佐藤「僕たちの騒がしいこの世界には、こんな静かな環境と、光り輝く星の下に静かで

穏やかな夜が訪れる場所は、ほとんどないだろうなあ！」（と言って、ため息をついた）

という理解によって強調し締めくくっているのは、作家の経験、さらにはこの戯曲の意味

の深化を明確に物語っている。

戯曲「夏の思い出」にはモンゴルのことわざや格言が多くの箇所で適確に使われている
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が、このことは、作者の表現しようとする意思を深化させているだけでなく、この戯曲を

読んだり聞いたりする、モンゴル語を学習している日本人学生の言語知識の改善にも、そ

れ相応の根拠を与えてくれる。たとえば、戯曲の第一幕第三場にある、無許可で魚釣りを

していたときに自然保護員に捕まった学生たちが、年長者の保護員を彼らのテントに招き

入れ、アルヒ（酒）を盃に注
つ

いであげて、「『出された飲食物には口をつけろ』というのは、

悪い習慣じゃなくて、モンゴルの習慣ですよね」と言って機嫌を取っている場面、その自

然保護員に子供について尋ね、自分たちと同じような子供がいるのを知り、「〔私のお母さ

んは、〕比較する子供がいると心優しくなれるものだ〔、といつも言っていましたよ〕」など

と言って罰金を免
まぬか

れようとしている場面、〔第三幕第三場にある、〕息子のガンティグを救

助した佐藤に捧げて父親のバータルさんが、

雄の灰色の大鷹は

その翼に力を宿しているのだ

血気盛んな年ごろには

まったく意に介さずにいたものだったが

ああ　愛惜すべきわが若きころよ…

と、モンゴル民謡のオルティン・ドー（長歌）「雄の灰色の大鷹（Er bor khartsaga）」の一節

を歌うと、学生の中田が「『献杯の返礼はその日の内に』っていうモンゴルのことわざがあ

るわよね」と言って、学生たちが全員で、

歌を歌うきみの声と

同じ音色で美しく鳴き

つぶらな瞳のまつ毛のように羽ばたいて

人里離れた草原を鳥たちは帰って行った

＊僕の恋人よ　きみよ

　歌を歌ってくれ

　渡り鳥が

　戻って来るまで　歌を歌ってくれ

眉毛のような三日月に沿って移動し

綿のような雲のすき間を目ざして
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青く霞のたなびく地平線の彼方に

空高く飛翔しながら鳥たちは帰って行った

＊くりかえし

と、覚えたばかりの「渡り鳥（Ayanii shuvuud）」という歌を〔お返しに〕歌って終幕へとい

たる場面などからはっきりと見て取れる。戯曲の言語は、平易な日常会話の言語と文体か

ら、明確化され選択された言語が表現素材と関連づけられて増加するとともに歌へと移行

し、文の構造も単文から重文や複文へと変化している。このことは、モンゴル語を学習し

ている日本人学生のモンゴル語の知識の深化に重要な役割を果たしたのである。

結　論

学術作家ドジョーギーン・ツェデブは、東京外国語大学に客員教授として勤務していた

とき、すなわち1995年10月に、同大学の教員と学生の要望を受け入れて、「夏の思い出」と

いう三幕九場の短編の戯曲を創作した。戯曲の創作を依頼した学生たちは、毎年の伝統と

して組織される、自らが学んでいる外国語の演劇の祭典〔いわゆる「外語祭」の各国語劇〕で、

すなわち1995年11月24日に、東京外国語大学の講堂で上演した。この戯曲を公演するた

めに、モンゴル語原文の日本語対訳が作成され〔字幕として掲示され〕た。

戯曲「夏の思い出」に当時出演した学生たちは、後に〔日本・モンゴル外交関係樹立50周

年に当たる2022年に〕この戯曲について回想を書いて作者に送った。彼らの回想には、こ

の戯曲が彼らのモンゴル語学習やモンゴルの生活文化の正しい理解に重要な影響を与えた

ことが特記されている。このことは、この戯曲が当時その役割を十分に果たしていたこと

を証している。

戯曲「夏の思い出」は、第一に、人間とは心的な生き物であるがゆえに、モンゴル人であ

れ日本人であれ、心的に平穏で幸福に生活することに意味があることを、第二に、人間の

心とは友情と相互理解の上にその本質が存在するがゆえに、人間生活にとって友情がきわ

めて重要なものであることを、そして第三に、モンゴルの生活文化と民衆の風俗習慣の特

徴を、広大な草原と青空、天空に広がる無数の星の周回運動などと関連づけて、興味深く

芸術的かつ美しく叙述できた作品であった。さらに、その程度に応じて、各世代の日本人

をモンゴル草原の旅へと誘う主要な梃
て こ

子の役割を果たした点、またモンゴル語を学ぶ学生

たちの言語学習意欲の向上に貢献した点など、この戯曲は多くの点において意義があった

と見なすことができよう。
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〈モンゴル現代小説〉

ダラミーン・バトバヤル	
訳・解説　阿比留 美帆

「少年時代」

雪がしんしんと降る。

シャガイ1を片付けなさい、と父さんが諭す。振ったシャガイの目はなぜかラクダばかり。

草がぐんぐん伸びる。

デールの前裾に石なんか入れて、と母さんが叱る。ほうら言ったでしょと姉ちゃんが口

をはさむ。ぼくはだんまり。石のおもちゃはますます増える 2。

雨がざあざあと降る。

お前の鹿毛の二
ダ ー ガ

歳馬、来年はきっと優勝するさ、と祖父ちゃんが宥める。祖父ちゃんの

調教が悪かったんだと悔し紛れに思う。砂埃にまみれたぼくの顔を涙が洗う 3。

鳥たちが還っていく。

乾
ア ル ガ リ

燥牛糞を集めておいで、と祖母ちゃんが小言をいう。姉ちゃんがいるときに言えばい

いのにとぼくはむくれる。馬
ホモール

糞も屑も一緒くたに拾う 4。

雪がしんしん降る。

草がぐんぐん伸びる。

雨がざあざあ降る。

鳥たちが還る。

諭す、叱る、宥める、お小言の四つが、ゲンコツのまわりをぐるぐる巡る。
（1987）

1 シャガイはくるぶしの骨を指し、ヒツジのシャガイは遊牧民の子どもの玩具となる。シャガ
イの四面はそれぞれウマ、ラクダ、ヒツジ、ヤギを表し、どの面が出たかで運勢を占う（ウマ
の面が最もよい）。シャガイ遊びは一般に冬の遊びとされる。

2 様々な色や形の石を家畜や動物に見立てたり、円形に並べてゲルを作ったりして遊ぶ。
3 夏の祭典ナーダムの競技の一つである競馬は、二歳馬から成馬、種馬などの種別毎に約10～

30キロの草原を疾走する。各家庭で調教した自慢の早馬の騎手は5～ 12歳頃の子供が務める。
4 乾燥した牛糞は大切な燃料であり、冬が来る前に拾い集めて蓄えておく。馬糞は牛糞に比べ
て火持ちが悪く、主に焚き付けに用いられる。
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「七人の仏さま」

遊んでいて腹を立てるとトゥムルはすぐに「お父さんに言いつけてやる！」と言う。そ

んなとき僕は、

「僕だってお父さんに言いつけるぞ」

「お父さんなんかいないくせに！」

「いるよ！ いるとも！ いいか！ 僕のお父さんはホトケさまになったんだ。空のうえにい

るんだ！」と言い返していた……。

「みんなお父さんがいるのに、どうして僕にはいないの、お母さん？」

「いるじゃないの、坊やにも」

「じゃあ、どこに行ったのさ？」

「坊やのお父さんは仏さまになってお空にのぼったのよ」お母さんがそう教えてくれて

からは、僕もこう返すようになったんだ。

そのときから僕は、どうしてお父さんはそんな遠くに行っちゃったんだろう、戻ってこ

ないのかな、いつもお母さんと一緒におじいちゃんに会いにいく代わりに、お父さんのと

こに行けたらいいのにと考えるようになった。夜ベッドに入ると、お母さんがロウソクを

消すのを待つ。明かりが消えると同時に、ゲルの天
トー ノ

窓から星がみえる。僕のお父さんはあ

そこにいる。きっと“七人の仏さま〔訳注：北斗七星〕”の星のひとつにちがいない。そう思

いながら眠りに落ちるのだった。

ある夏の、雨も風もないしずかな夜のこと。僕とトゥムルは二人で、トゥムルのうちの

外で寝ることにした。掛布や敷布を引っ張りあったりしてひとしきりふざけた後、トゥム

ルが“七人の仏さま”星を指さし、

「きみのお父さん、あそこにいるんだよね」と言った。僕は、

「そうだよ。きみのお父さんはなんでホトケさまにならないの？」と聞いた。

「なんて縁起のわるいことを言う子達だい！」と、トゥムルのお母さんがゲルの内から怒

鳴りつける声が響いた。僕たち二人は身を潜めるウサギみたいに縮こまって、しばらくの

間じっと横になっていた。トゥムルのお母さんの小言がおさまった頃、トゥムルが言った。

「星をかぞえっこしよう」

「いいよ、天の縫い目〔訳注：天の川。“乳の道”ともいう〕の左側がきみのだ。僕は右側

を数えるよ」

「どっちの星が多いか競争だ」

僕らはそれぞれ小声で星を数え、分からなくなってはまた最初から数えなおす。そうし

ているうちにいつの間にかぐっすりと眠り込んでしまった。朝になり目覚めると星はひと
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つも見当たらない。僕たちもどちらの星が多かったと張り合いはしなかった。

その頃僕は、夜空の星はみんな、父親がいない子供たちのお父さんなのだと信じていて、

大きくなったらお父さんのところに行くんだと言うのが口ぐせだった。

（1965）

「母さん」

……月もない、雲もない、夏の夜。母さんと僕は家路をいく。

「こわくないかい、坊や？」

右の方の耳にようやく聞こえるくらいの小声で母さんが囁く。

「こわかないや」

くちびるをほんのわずかに動かして僕は答える。母さんは左手で僕の手を取り、歩みを

速める。僕は母さんの掌をさらにぎゅっと強く握る。

「こわくないよね、坊や？」

左の方の耳にようやく届くほどの小声で母さんが言う。僕はかぶりを振る。母さんが今

度は右手で僕の手をとって歩きはじめると、空のずっと遠いところで、地平線に向かって

星が流れた。

「“自分の星じゃない”って、ほら、唾をお吐き！」と母さんが言う 5。

「母さんが吐きなよ」

「先に、さあ、吐いてちょうだい」

僕は唾を吐く。母さんは唾を吐き、ため息をついた……。

……月もない、雲もない、秋の夜。兄さんと僕は病院へと急ぐ。

前をいく兄さんは速足で、ほとんど走るように歩く。兄さんの後から僕は、歩くように

走る。躓いて転ぶ。気が付いて振り返った兄さんは立ち止まり、両手の荷物を持ち替えな

がら僕が立ち上がるのを待つ。僕は立ち上がる。立ち上がると同時に兄さんは前のめりに

なってまた歩き出す。兄さんに遅れないよう必死に小走りしていると、天頂に向かって星

が流れた。

「ペッ、ペッ！ 母さんの星じゃない。ペッ、ペッ！」

僕は唾を吐き、思わず歩みを緩めてため息をついた。

（1979）

5 モンゴルの民間伝承では、人にはそれぞれ定まった自分の星があり、亡くなるときにその星
が流れると伝えられる。流れ星を目にすると縁起がよくないため、厄除けの意味で唾を吐く
しぐさをする。

2024年3月

－ 219－



「悔い」

僕が十歳の時のことだ。

うちはセルベ川沿いを夏営地とし、僕は付近の子供たちと小魚捕りをして遊んでは日々

を過ごしていた。そこにはアリマーという両脇に松葉杖をついた足の不自由な女の子がい

た。アリマーは岸辺に腰を下ろすと川面に石を投げ入れ、僕たちが捕まえようとした魚を

わざと散らしては愉快そうに笑い声をあげる。そこで僕たちは、彼女の松葉杖を取り上げ

て逃げ回る。怒らせる。しまいには泣かせてしまう。彼女が泣きだすと、僕たちは慌てて泣

き止ませようとする。アリマーはしゃくりあげながら爪で地面を掻き、いつまでも気を鎮

めず、起き上がろうともせず座り込んでいる。僕たちがあれこれと手を尽くしご機嫌を取っ

ても一向に笑わないので、サーカスの道化師みたいな仕草でふざけて転んで泣き真似をし

てみせると、彼女は突然吹き出して笑い、お道化者を杖の先で突っつく。お道化者はまた

大袈裟に倒れてみせて、痛がったふりで転げまわる。そうしてようやくほっと一息吐くの

だった。

ある日、僕たちはまたいつものお決まりでアリマーを泣かせてしまった。ところがアリ

マーは僕たちがどんなにお道化てみせても決して笑おうとしなかった。それで僕たちはア

リマーに、「帽子いっぱいの蝶ちょを捕まえてあげるから、ね」と言った。アリマーはこく

んと頷いた。僕たちは喜び勇んで、歓声をあげながら蝶を追って走り回った。蝶が花にと

まったところを狙って、陽の差す側から忍び寄りそっと帽子を被せると、帽子の中には花

びらのような色をした蝶が収まっているのだ。僕たちは捕まえた蝶をアリマーに渡しては、

さらにきれいな蝶を探して駆けだす。

アリマーは「なんてきれいな羽だろう」と愛おしそうに眺めてそれを帽子の中にしまう

と、右の杖の持ち手と一緒にその帽子の口を握りしめ、ひょこひょこと忙しく杖をつきな

がら僕たちの方へ必死に近づいてくる。花と同じ色をしたほとんど全ての蝶を捕まえてし

まった僕たちが、どこでどうやってこの蝶たちの羽を広げて乾燥させようか言い合ってい

ると、突然、アリマーが帽子の中の蝶たちをいっぺんに空へ放った。

色とりどりの蝶は、その瞬間、中空に咲き乱れた花々のように見えたかと思うと、四方

八方に飛び去った。僕たちはすぐに大声をあげて蝶を追いかけた。その場に取り残された

アリマーが、僕らの後を追うようにひょこりひょこりと動いているのが遠目に見えた。し

ばらくの間そうやって何も捕まえられないままひとしきり駆けまわって戻ってみると、帽

子の中にまだら模様の赤い蝶が一匹残っていた。

思い切り高く放ってみても飛ばないので、僕たちはその蝶を黄色い花の上に置いて帰っ

た。その後、あわれなその蝶が花の上で死んでしまったのか、それとも飛んで行ったのか
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は知らない。翌日見に行くとどこにも見当たらなかった。けれど、あの日の帰り道、僕は自

分の指先が赤く染まっていることに気付いて内心どきりとし、（きっとあの飛べなかった

蝶の羽のだ）と思われて、指先を何度も拭いながら家に戻った。父さんも母さんもこのこ

とは知らない。それどころか、一緒に遊んでいた子たちの誰も気付いていないと分かって

いたが、その晩、僕の胸はいつまでもいつまでもどきどきと鳴り止まなかった。

それからというもの、人々が互いの羽を傷付けてしまう場面に出くわす毎に僕の心はひ

どく疼き、ともするとアリマーが杖をつくようになったのは僕のせいのような気すらして

しまうのだった。

（1964）

「乳母」

実の母と祖母の他に、僕には二人の母がいる。一人は赤ん坊の僕を取り上げ、臍の緒を

切り産衣に包んでくれた産母で、もう一人は白い乳を含ませ育ててくれた乳母である。

白
ツァガーン・サル

い月（訳注：旧暦の正月）にはその二人のところへ絹
ハダグ

布をもって挨拶に行く 6。

産衣に包
ボ ー ジ

んでくれた母のことを、敬意を込めて「ボージー」という愛称で呼んでいた。年

が明けるといつも真っ先に挨拶に向かう。ボージーも僕にとてもよくしてくれる。持ち合

わせたものは惜しみなく僕にくれるのだ。

当時、いなかでは砂糖や果物はとても稀少なものだった。今のようにタラグ（訳注：ヨー

グルト）やホールモグ（訳注：ラクダ乳を用いた発酵乳飲料）に混ぜて飲む砂糖はおろか、

大皿に盛られた正月用の供え物の上に飾る角砂糖すら手に入らなかったものだ。

町のほうから訪ねてきた客の土産に大きめに固められた角砂糖が入っていると、家の主

人は自分では口にせず子供達にほんの一欠片だけ味見をさせ、紙で二重に包むと櫃
アブダル

に大

切にしまっておき、特別な客への正月の贈り物にする。そんなとっておきの貴重な贈り物

をもらった人はとても縁起の良いことだと喜ぶが、やはり食べずに大事にとっておいて別

の敬愛する人への贈り物にし、それがまた別の人への贈り物になり、というふうに、家か

ら家へ、人から人へと巡っていきながら最初の持ち主の手に全く元のままで戻ってくると

いう事すらあった時代である。

ボージーは僕が訪ねて来る姿を遠くから認めると同時に茶の支度をすませたらしく、ゲ
6 ツァガーンサル（白い月）は、モンゴル遊牧民にとって新しい春を迎えたことを慶び一年の無
事を願う大切な行事。白は純粋、神聖の象徴、また乳の色として尊ばれる。旧正月の挨拶では、
掌を上に両腕を差し出し年長者の腕の下から重ね、挨拶の言葉を交わす。その際、尊敬を込め
てハダグと呼ばれる絹布を携える。同年代の場合は、左右の腕が互い違いになるように重ね
て挨拶する。
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ルの外の馬繋ぎの杭のところで僕を出迎え、その場で正月の挨拶を交わすと、

「まあまあ、よく来てくれたね、息子よ。ちょうど物があるときに訪ねて来てくれて嬉し

いよ」と歓待するのだった。茶や乳製品、バンシやボーズ（訳注：小麦粉の皮でひき肉や野

菜を包んで蒸したり茹でたりする料理）を振る舞ってくれた後、上座の赤い櫃の中からご

そごそと布に包んだものを取り出し、その包みを開けて牛の踝
シャガイ

骨ほどもある特大の角砂糖

を出すと、ヘビーンボーブ（訳注：正月用に木型で模様を入れた長円形の揚げ菓子）の上に

乗せて僕に差し出した。両手でそれを受け取り懐に仕舞った僕は、もうすぐにでも帰りた

くなってそわそわしだす。ボージーは、「何も急ぐことはないでしょう。さあ、ゆっくりお

食べ、お茶をお飲み」と勧めるが、僕はあれこれと理由を並べてそそくさとそこを出る。そ

して彼女のゲルが見えなくなるや否や、懐からさっきの角砂糖を取り出してみて、食べき

れないほどたくさんの菓子を手に入れたかのように有頂天になった。馬を降り、広げたデー

ルの前裾に角砂糖を置いて石で砕き食べてみることを想像すると思わず生唾がわくが、そ

のまま持ち帰って、「ボージーがこんなに大きな角砂糖をくれたよ」と皆に見せてあげてか

ら母に等分に割ってもらい、弟妹たちと分け合って食べたいと思い直してまた懐にしまっ

た。

とはいっても、辛抱できずにまた懐から取り出してみる。手に取ってひっくり返したり

しながら、じっくりと眺めてみる。僕たちが羊遊びをする白い石と見た感じはよく似てい

る。もし石ころの中に紛れて草原に落ちていたとしてもきっと誰も気にとめないはずだ。

色鮮やかなガラスみたいに誰が目にしてもすぐに馬から飛び降りて手にしたくなるような

派手な色をしていたってよさそうなものなのに、という考えがよぎる。匂いを嗅いでみる。

飛び抜けて良い匂いがするわけでもない。こんなに美味しいものが、きれいな色でもなく

良い匂いでもないことを不思議に思う。ナーダムの祭りの時に母が着る錦絹のデールのよ

うな色や、あの良い香りがすれば素敵なのにと考える。家までの道のりは長く、どうして

も我慢できなくなった時だけ、角のところをほんの少し舐めてみる。

アーロール（訳注：天日で干した酸味の強い乾燥チーズ）やエーズギー（訳注：煮詰めて

乾燥させた硬いチーズ）、ボールツォグ（訳注：揚げパン）とは全く異なる魔法のような味

覚がしばしの間、口の中に広がり、得も言われぬ幸福感に浸っていると、徐々にその味は

薄まりぼやけていっていつの間にか消え去り、どんなに唇のまわりを舐めてみても何の味

もしなくなる。そうなると、どんな味わいだったか思い出そうとしてもまるで思い出せな

い。

また取り出して見てみたい、ひと舐めしたいと思うが、大きいまま、欠けたところのな

い完全な形で持ち帰って家族を喜ばせるんだと考えると食べたい欲はおさまり、代わりに

彼らがどう迎えるかが目に浮かんでくる。馬を降りると同時に弟たちは駆け寄ってきて、
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「ボージーさんは何をくれたの？」とゲルに歩いていく間にも口々に聞いてくるだろう。も

ちろん僕は教えてあげない。弟たちはゲルに入るまでまとわりついてきて、なかにはよじ

登ってきて懐に手を入れようとする子もいる。必死になって懇願する子もいる。僕は笑い

を堪えながらゲルに入ると、懐からボージーがくれた贈り物を取り出して母に渡す。「うち

の息子も、手に入れた物を一人で食べてしまわない子になったんだねえ」と呟きながら、

母は広げた裾の上で件の大きな角砂糖を割りみんなに分け与えると、自分は裾に残った

粉々の欠片を掌に集めて口に入れる。弟妹たちは渡された自分の取り分をめいめいに舐め

たりしゃぶったりして、この上なく嬉しそうな顔をするはずだ。そのことを僕はよく知っ

ているので、ほんのちょっと舐める以上のことはできずに家路を急ぐのだった。

乳
ウ ル ル グ

をくれた母のことを僕は「ウージー」という敬称で呼んでいた。ウージーもやっぱり

僕のことが大好きだった。僕と同じ歳の実の息子に劣らず慈しんでくれる。ひとつだけ苦

手な点を挙げると、ウージーは昔からの伝統習慣に厳格な面があって、それが僕には少し

面倒に感じられるのだった。ある年、白い月を迎えて間もなく挨拶に行った時のこと。ウー

ジーは僕の姿を認めると、慌てた様子でいそいそとゲルの中へ入ってしまった。

僕は外でじっと待っていた。ところがウージーはそれきり出てこない。随分と経ってか

らようやく出てくると、驚いた顔で僕を見て、

「なんだろうね、この子は。家に入ってきもせず、なにを外に突っ立っているんだい。私

がゲルの中で待っているのに。まさか、敷居を隔てて挨拶するつもりじゃないだろうね」

と言って、またゲルの中に取って返した。ウージーはとっくにデールを新しいものに着替

え、頭にはスカーフを巻き、ゲルの東側のベッドに座って、僕を待っていた。僕は両手に広

げた絹布絹
ハダグ

布を差し出して新年の挨拶を交わし、西側奥に置かれた客用の座布団のうえに

畏まるようにして腰を下ろした。目の前には僕の背丈と変わらないくらいに高く積まれた

供え物の揚げ菓子や乳製品、羊肉の丸茹で、馬乳酒などが並べられている。

これらのごちそうを僕はいっぱしの大人のように一口ずついただいて味わう決まりであ

るため、しきたり通りの手順を間違えないよう、いきおい気負うことになる。気負うほど

に身体がこわばってしまい、はやいところ贈り物をもらって帰りたくなってくる。すると、

ウージーはそんな僕の考えを見透かしたように、

「急ぐことはないでしょう、息子よ。せっかく来たのだからシャーリーボーと挨拶をして

お行きなさい。言ってみればあなたたち二人は兄弟のようなものですよ。かつては義兄弟

となるのに白い乳を分け合い飲んで誓いを立てたと言います。何の違いがあるでしょう。

あなたたちも本当の兄弟のように私の両の乳房に吸い付いて、こうして人になったのよ。

兄弟や親戚のようにとはいかなくても、近くに来たなら立ち寄って顔を合わせ、遠くにい

るときはお互い気にかけて近況を訊ね合うべき間柄なのですよ」と言った。仔羊の毛皮の
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内張りをしたデールを着込んできたせいだろうか、とにかく身体が火照って仕方ない。そ

のうえ、同年代の男の子と新年の挨拶を交わすと考えるだけで、どうにも気恥ずかしくて

たまらない。そうこうするうちにシャーリーボーが羊の放牧から戻ってきて、僕たちは照

れくささをごまかすように少しおどけながら、両の腕を交差させるように重ねて挨拶を交

わし、儀礼を果たした。

僕が帰ろうとすると、ウージーは紙に包んだものを手渡しながら、

「雌の仔羊を贈りますよ、あとで受け取りなさい」と言った。ゲルを出て馬でしばらく駆

けた先で、さっきもらった紙包みを開けてみると、花形のボーブ（訳注：揚げ菓子）の上に

ノートと鉛筆、円いアーロールが乗せられていた。受け取る際に硬い手触りがしたので、

きっと大きな角砂糖だと期待していたこともあり、家族を喜ばせる砂糖の土産なしに家に

帰り着いた僕は不機嫌さを抑えきれず、馬繋ぎの杭に集まってきた弟妹たちに向かって、

「何もないったら、何にもくれなかったよ」と言い捨ててゲルに入った。すると母が、

「ウージーは何をくれたの」と訊いてきた。

「ただの貧弱な雌の仔羊一匹だよ」と言って、懐のものを放るように母に渡した。

母の顔色がさっと変わり、

「どういうことだね、お前ときたら。お前がこんな人間だとは思いもしなかったよ。人が

贈ってくれたものを選り好みして文句を付けるようになるとは呆れたもんだ。何を贈られ、

どうもてなされたからと言って、お前はあの徳の高い恩人からの贈り物を値踏みするとい

うんだい！」と言って立ち上がると、オニ（訳注：ゲルの屋根部分の木組み）に挟んであっ

た革紐を手にして有無を言わさず僕を鞭打った。

「白い乳の恩を返すことすら出来ずにいながら、縁起ものの仔羊 7を贈られて、それを軽

んじるというのかい、この子は。一体何をもらおうって言うんだね、ああん？ 絹や錦か？ 

金や銀でももらうつもりかい？」と言われ、痛みに耐えかねた僕は、

「角砂糖…」とどうにか答えた。この言葉はさらに母の怒りに触れたらしく、

「角砂糖だって！ お前はこの世の価値を角砂糖で測るようになったのかい。母親の貴い

白い乳に比べたら、そんなもの何だというんだい。恵み深い仔羊よりも大事なものだとい

うのかい。なんて厚顔で恥知らずな子だ。もらった贈り物に不平を言う代わりに、せめて

背負い籠の一杯でもいいから乾
ア ル ガ リ

燥牛糞を拾い集めてあげたなら、お前が受けた恩のほんの

一握りでもお返しが出来ただろうに。なんて愚かな子だろうね、お前ときたら」とより一

7 原文では“熱い口をもつ家畜”とあるがここでは意訳した。モンゴルでは五種の家畜のうち、
ヒツジとウマを熱い性質、ヤギ、ラクダ、ウシを冷たい性質と分類する。“熱い口をもつ家畜”
は縁起が良いものとされ、“久遠の三つの贈り物”のひとつとされる（他の二つは、白い絹布
と白い乳）。
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層力を込めて僕を鞭打ち叱りつける。

「やめて、母さん、もう決してしないから」そう堅く約束して、なんとか母の打つ手を止

めてもらった。大抵のことでは母が僕たちを打つことはない。だが打つとなると、二、三日

は太腿がじんじんと痛むほど思い切り打ったものだ。その時はかなりこっぴどく僕を打っ

た。だけど今振り返ってみれば、それでも全然足りなかったように感じる。

もしもあの時、母が僕を何日も動けないくらいにひどく鞭打ってくれていたなら、乳母

にちっとも恩返しすることが出来ないと後々まで痛むことになるこの胸の傷が、少しは軽

くなっていたかもしれない。

それだけではない。シャーリーボーというあの痩せて筋張った息子が本来吸うはずだっ

た二つの乳房のひとつをもし僕が吸っていなかったとしたら、彼はどんなに肉付きの良い

がっしりとした青年に育ち、どんなに強く賢い人物になっていたか、誰が知るだろう。そ

う考えると、なにかひどくいけないことをしてしまったような気持ちになる。乳母は僕が

どんな人間になるからと、自分の子に吸わせるための乳の半分を分け与え、僕を育ててく

れたのか。

牧畜民と呼ばれる乳母の白い乳を飲んで育った私は、今や、おくるみのようにあたたか

な建物で快適に暮らす知識人と呼ばれる身分になった。そんな私が、乳母への恩を返せる

のは一体いつのことだろう。

（1987）
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【作者紹介】

ダラミーン・バトバヤル / Daramiin BATBAYAR（1940-2020）

ドンドゴビ県デルゲルハンガイ郡出身。小説家、劇作家、脚

本家。モスクワ地質探鉱大学に学び、1966年にモンゴル国立大

学を卒業。フブスグル地方などで地質調査に携わった後、モン

ゴルテレビ局、文化省演劇映画課に勤務。1977-79年、ゴーリキー

名称文学大学に留学。帰国後はモンゴル作家同盟発行の「文学」

紙や「ツォグ」誌の編集・出版、文化省の演劇映画課課長等を

務めた。1990-95年に「イル・トブチョー」紙にて編集者、1995

年以降は創作の傍らモンゴル知識大学、ベルス映画芸術専門学

校、イヘ・モンゴル大学、新モンゴル高校等で教鞭を取った。

著作に短篇集『幸福の八頭の馬』、『静寂の蝶』、中篇小説『はぐれて駆けていくノロジカ』、

戯曲『忘れられた旋律』、『愛を与えよ』等の他、1992年公開の映画『永遠なる蒼天の力の

もと』（D.マーム、S.エルデネとの共同制作。日本では『チンギス・ハーン』の邦題で公開）

の映画脚本など。1988年にモンゴル作家同盟賞、1998年に中篇小説「はぐれて駆けていく

ノロジカ」にてモンゴル国家賞を受賞。2008年モンゴル国文化功労者の称号を受章。

【訳者解説】

D.バトバヤルは1970年代に頭角を現し活躍したモンゴルを代表する作家の一人である。

哲学的な視点と硬質で理知的な文体で人間の心性の深淵を描く作風で知られ、多くの小説、

戯曲、映画脚本を著した。今回筆者が選んだ作品は、短篇選集『少し離れた湖で鴨鳥が鳴く』

（1990）に収められた比較的初期の短い散文作品である。無邪気さとどこかほろ苦さを感じ

させる少年期の回想や家族への思慕を叙情的に描き出しており、簡潔な短い形式によって

情景や心理描写を鮮やかに印象付ける作品となっている。同短篇集に収められた作品の多

くが草原を舞台にしたもので、創作の源泉となった作者の原風景、遊牧生活で育まれた価

値観や美徳とされるものへの愛着と誇りが伝わってくる。

バトバヤルは幼少期に母を亡くし、還俗ラマ僧でもあった遊牧民の叔父のもとで育ち、就

学以降は首都ウランバートル市に住む別の叔父夫妻のもとで暮らした。後にその叔父の名

（ダラマ）を正式にオボグ（姓）とした。養父母はいわゆる知識エリート層で文化芸術に造詣

が深く、ダラマ家には芸術家や作家らがよく訪れていたという。バトバヤルと親交の深かっ

たモンゴル文学研究者Ch.ビリグサイハンは、バトバヤルについて、「元々地方で、とりわけ

伝統習慣を大切に守るゴビの人々に囲まれて生まれ育ち、教育を受ける年頃からはモンゴ

ルの文化・教育の中心地であるウランバートルで、それも芸術文化を尊ぶ環境の中で生活し
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たこと」（Biligsaikhan 2004:9）が作家となるうえでよい影響を与えたと特筆している。

幼い頃から文学に親しんだバトバヤルは、小学四年生の時に読んだCh.ロドイダンバの

モンゴル・ソ連の共同地質調査を題材とした小説『アルタイにて』に感銘を受け、地質学者

か作家になりたいと願うようになった。地質学専攻で大学を卒業するが文学への情熱はさ

らに高まり、学生時代に書いた短編作品が作家同盟主催のコンクールで入賞したことで、

1960年代半ばに初めての短編集が出版される。その後、短篇小説に留まらず、表現の幅を

拡げるべく他ジャンルに挑戦しつづけた。特に戯曲分野では有名な劇作家D.ナムダグに師

事し、個別指導で創作の理論と実践を学んだ。後に自らも大学で教鞭を取り、多くの後進

の作家たちを育てた。

2020年に80歳で亡くなった後、遺族や弟子たちを中心に、著作の保護・継承を目的とし

た「ダラム・バトバヤル基金 Daram Batbayar San」が設立された。今回の翻訳にあたって作

品の日本語での掲載を快く承諾してくださった作者の妻で同基金理事のJ.ムンフトゥムル

氏にこの場を借りて謝意を表したい。

【翻訳作品原題・出典】

Daramiin Batbayar 1990 Saakhaltiin nuurand angir duugarna. 

“Mongol uran zokhiol” khevleliin gazar, Ulaanbaatar

1. “Baga nas”, pp.115-116.

2. “Doloon Burkhan”, pp.70-71.

3. “Eej”, pp.52-53.

4. “Gemshil”, pp.35-37

5 .“Örlög ekh”, pp.60-64.

【参考資料】

Biligsaikhan, Ch. 2004 XX zuunii mongol zokhiolchid Daramiin Batbayar- Namtar, uran buteeliin 

tovchoon”, Shinjlekh ukhaanii akademiin Khel zokhioliin khureelen, Ulaanbaatar

Zandraabaidii, Kh. 2000 “Günee setgekhüin uvidas”, Mongoliin Uran Zokhioliin Deejis 73 boti - 

Daramiin Batbayar - Khairiig khairla, Mongoliin Zokhiolchdiin Evlel(emkh.), “Mongol uran 

zokhiol” khevleliin gazar, pp.3-12.

Nio.mn (2024.2.8) “Darma Batbayar: Yörtsöntsöd khoyor saikhan bii, neg ni tsetseg nögöö ni 

büsgüi khün” https://www.nio.mn/7444/（2024年2月14日閲覧）

（あびる・みほ　東京外国語大学非常勤講師）
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第17回村上正二賞の選考について

村上正二賞選考委員会

第17回（2023年度）村上正二賞選考委員会は、慎重に選考を行い、『日本とモンゴル』第

144号に掲載される小宮山博氏「モンゴル国農牧業の現状」に村上正二賞を授与するのが

適当であるという結論に達した。

選考理由は以下のとおりである。

小宮山博氏は『日本とモンゴル』の特集“現代モンゴルの諸相”に毎年、信頼すべき統計

資料、モンゴル国農牧省の政策をもとに、モンゴル国の農牧業について分析した論考を発

表してきた。

今回、受賞の対象になった「モンゴル国農牧業の現状」では、小宮山氏はモンゴル国の農

牧業の現状を、モンゴル国国家統計局、モンゴル農牧省の資料をもとに、民主化後からコ

ロナ禍以降までのモンゴル国農牧業の現状について、体系的総括的に記述し、ウクライナ

戦争後の世界農業の動向の中で、モンゴルの農牧業の変化を、政策の変化とともに大変わ

かりやすく説明している。

本論文はモンゴルの農牧業政策を俯瞰するとともに、現状の分析に最良の労作と評価し

うる、という点で選考委員会は意見の一致を見た。
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村上正二賞論文募集

日本モンゴル協会　総合研究所

本研究所では、「村上正二賞」の対象とする、モンゴルに関係するテーマの論文を募集し

ています。テーマは、純学術的なものに限定されず、モンゴルに関する、あるいは日本・モ

ンゴル関係にかかわる、さまざまなものもふくまれます。

枚数は、A4版（Word, 33行、40文字）で、図版をふくめて、15枚程度です。電子媒体

（CD-ROM）とプリントしたものをおおくりください。しめきりは、2024年12月31日です。

応募論文は、審査のうえ、最優秀論文に「村上正二賞」をおくります。応募論文以外に、『日

本とモンゴル』誌に掲載された論文も審査の対象となります。応募論文が、「村上正二賞」

の対象となった場合、『日本とモンゴル』誌の春の号に掲載されます。

なお、「村上正二賞」の選考にあたっては、論文の独創性、普遍性、資料解読の緻密性を

重視します。

「村上正二賞」の賞金は10万円です。

応募は日本モンゴル協会の会員にかぎりますので、非会員の方は、投稿の際に入会のて

つづきをおとりください。なお、提出原稿は返却いたしませんので、ご承知おきください。

論文提出先：

〒162-8644　東京都新宿区戸山1-24-1　　早稲田大学文学学術院　柳澤明研究室

公益社団法人　日本モンゴル協会　　Tel：03-5286-3697
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第9回 岩井賞の選考について

岩井賞選考委員会

第9回（2023年度）岩井賞選考委員会は、慎重に選考を行い、石川モンゴル親善協会の普

段からモンゴルとの交流活動に力を尽くし、2024年1月1日の能登半島地震の際も安否確

認等で支援活動を実施してきたことに、岩井賞を授与するのが適当であるという結論に達

した。

選考理由は以下のとおりである。

石川モンゴル親善協会は、年間を通じてモンゴルとの交流活動、支援活動を実施し、石

川県、或いは金沢市の国際交流活動に協力するとともに、独自の活動としても「モンゴル

ウィーク」などで、モンゴルを地元の人々に紹介したり、国立民族学博物館より写真資料

を借りて展示紹介したりするなど、継続的に、質の高い交流を実施している。これらの石

川モンゴル親善協会の活動に、深い敬意を表するものである。また、石川モンゴル親善協

会のメンバーには、モンゴル人も数多く参加しており、日本人とともに、交流活動、相互理

解活動に協力している。これも、日本モンゴル両国の交流の持続可能性を明示する優れた

活動と評価しうる、という点で選考委員会は意見の一致を見た。
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岩井賞募集

日本モンゴル協会　総合研究所

本研究所では、「岩井賞」の対象とする、モンゴルに関係する活動、報告などの募集を開

始いたします。テーマは、純学術的なものに限定されず、モンゴルに関係する活動、あるい

は日本・モンゴル関係にかかわる国際交流など、様々なものも含まれます。

応募は、自薦、他薦を問いません。活動や交流などの内容を詳しく紹介した文章を、図版、

写真などを含めて、A4版10枚程度でお願いします。電子媒体（CD-ROM）とプリントした

ものをお送りください。

締め切りは、2025年1月31日です。

応募された活動や交流などを審査し、最優秀のものに「岩井賞」を贈ります。

なお、「岩井賞」の選考にあたっては、独創性、普遍性、準備の緻密性を重視します。

「岩井賞」の賞金は5万円です。

応募は、日本モンゴル協会の会員に限りますので、非会員の方は、投稿の際に入会の手

続きをお取りください。なお、投稿原稿などは返却しませんので、ご承知おきください。

提出先：

〒162-8644　東京都新宿区戸山1-24-1　早稲田大学文学学術院　柳澤 明 研究室

公益社団法人　日本モンゴル協会　　Tel：03-5286-3697

2024年3月
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白須賞論文募集

日本モンゴル協会　総合研究所

本研究所では、「白須賞」の対象とする、モンゴルに関係するテーマの論文を募集してい

ます。テーマは、純学術的なものに限定されず、モンゴルに関する経済、政治、法律などの

社会科学分野をテーマとした論文あるいは日本・モンゴル関係にかかわる、さまざまなも

のもふくまれます。

枚数は、A4版（Word, 33行、40文字）で、図版をふくめて、15枚程度です。電子媒体

（CD-ROM）とプリントしたものをおおくりください。しめきりは、2024年12月31日です。

応募論文は、審査のうえ、最優秀論文に「白須賞」をおくります。応募論文以外に、『日本

とモンゴル』誌に掲載された論文も審査の対象となります。応募論文が、「白須賞」の対象

となった場合、『日本とモンゴル』誌の春の号に掲載されます。

なお、「白須賞」の選考にあたっては、論文の独創性、普遍性、資料解析の緻密性を重視

します。

「白須賞」の賞金は10万円です。

応募は日本モンゴル協会の会員にかぎりますので、非会員の方は、投稿の際に入会のて

つづきをおとりください。なお、提出原稿は返却いたしませんので、ご承知おきください。

論文提出先：

〒162-8644　東京都新宿区戸山1-24-1　　早稲田大学文学学術院　柳澤 明 研究室

公益社団法人　日本モンゴル協会　Tel：03-5286-3697
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協会への入会案内

　日本モンゴル協会の趣旨に賛同して、協会への入会を希望する方は、事務局に入会
の申しこみを行い、会費を払いこむことによって、会員となることができます。
　会員には、協会主催の諸行事の案内が通知されるほか、年2回発行の協会機関誌『日
本とモンゴル』が送付されます。一般会員の会費は、年5,000円です。
　入会の申しこみは、下記のような様式に必要事項を記入のうえ、協会事務局にお送
りください。なお、申しこみは以下の協会ホームページの「入会申込フォーム」から
も可能です。http://www.mongol-kyokai.or.jp/join

　申しこみのあと、理事会にて決定のうえ、事務局より会費払いこみ用の郵便振替用
紙が送られますので、その年の年度会費を払いこんでください。
会員の皆様には、入会希望の方がおられましたら、こうした入会の手続きをご案内下
さいますようお願い申しあげます。

日本モンゴル協会に入会を申しこみます。

	 1．氏名

	 2．郵便番号・住所（連絡先）

	 3．電話番号

	 4．e-mail

	 5．職業

	 6．年齢

	 7．モンゴル歴、あるいはモンゴルに関心を持っていることがら

	 8．本協会を紹介してくれた方がいれば、そのお名前をお書きください

	 　　年　月　日

                                                                                             署　名

	 申し込み先：	〒162-8644　東京都新宿区戸山1－24－1

	 	 早稲田大学　文学学術院　柳澤 明 研究室

	 	 公益社団法人　日本モンゴル協会

2024年3月
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原　稿　募　集

　『日本とモンゴル』誌をより充実した内容にするため、広く会員の皆様からの原稿を募集

いたします。日本モンゴル協会の機関誌として、会員の皆様に対する情報提供の場として、

また会員相互の交流の場として、どうぞ本誌の紙面をご活用下さい。

締切り： 1月末日。

内　容： 自由。未発表のものにかぎります。

分　量： とくに制限はありませんが、20ページをこえる場合にはご相談ください。

 写真、地図、イラスト等も、原稿にそえることができます。

様　式： できるだけ、Wordで作成し、CD－ROM等の電子媒体で提出してください。

フォーマットは33行、40字、フォント10.5 ptに統一してください。注をつ

ける場合は、脚注すなわちページごとに注をつける形式にしてください。

表記の統一のため、注記の場合も、文のおわりには句点、文献表記の最後に

はピリオドをかならずうってください。プリントアウトした原稿も添付し

てください。キリル文字の資料をつかう場合は、モンゴルでの標準的転写

方法を参考に、ローマ字になおしてください。

公開の許諾：本誌に掲載された論文、記事等は、一定の期間のあと、当協会のホーム

ページ上で公開される予定です。投稿原稿は、公開を許諾したものとみな

します。

宛　先： 〒162－8644　東京都新宿区戸山1－24－1

 早稲田大学　文学学術院　柳澤明研究室

 公益社団法人　日本モンゴル協会

注　意： 原稿の採否は編集委員会におまかせください。なお専門性のつよい論文に

ついて査読を希望される場合はお申しでください。ただし、査読料として

別途1万円を申しうけます。
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会費納入方法のご案内

公益社団法人　日本モンゴル協会の会費は以下の方法で、納入していただくよう、おね

がいいたします。

年会費は、一般会員5000円、理事または研究所名誉顧問1万円です。

1．郵便振替

　　振替口座番号　00200④72163

2．みずほ銀行の口座への振りこみ

金融機関コード　0001

店番　068

預金種目　普通

店名　早稲田支店

口座番号　2085894

3．ゆうちょ銀行の口座への振りこみ

金融機関コード　9900

店番　029

預金種目　当座

店名　〇二九 店（ゼロニキユウ店）

口座番号　0072163

2024年3月
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編　集　後　記

　表紙の写真は国立チンギス・ハーン博物館です。スフバータル広場の北西の方向に位置
します。2023年9月に見学しました。この時点では開館してから1年もたっていなくて、あ
たらしく、とてもきれいな博物館でした。5万トゥグルグのチケットをかうと自由に写真
をとることができます。6階展示室のいりぐちに居庸関碑文を再現しているのは、なかな
かセンスがいいとおもいました。ジオラマもよくできています。
　チンギス・ハーン博物館といっても、チンギス・ハーンに関連のある展示だけがあるわ
けではなく、古代から中世までのモンゴルの歴史がまなべる、事実上の歴史博物館です。
　わたしが最初にオラーンバータルをおとずれた1970年代には、ここには国立博物館があ
りました。巨大な恐竜の骨格（化石）が展示されていたのをおぼえています。民主化のあと、
国立博物館の歴史・考古・民俗資料を革命博物館にうつし、国立歴史博物館が誕生しまし
たが、いまはなまえがかわり国立博物館になっています。
　旧国立博物館は国立自然史博物館となまえをかえました。この自然史博物館のたてもの
をとりこわし、9階建てのチンギス・ハーン博物館をつくったわけです。
　自然史博物館は別個にあたらしくたてるというはなしもありましたが、とりあえず恐竜
博物館を統合して、その恐竜博物館のたてものにひっこしました。
　恐竜博物館も民主化のあとにできましたが、実はなんと社会主義時代にレーニン博物館
があった場所につくられました。革命家「レーニン」のなまえが「恐竜」にかわったわけです。
　わたしはレーニン博物館も恐竜博物館もいったことがありません。機会があれば、恐竜
の化石がひとつの目玉である自然史博物館を訪問して紹介したいものです。

ふたき　ひろし
hfutakimong@yahoo.co.jp

         日本とモンゴル　第58巻（No.144）
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公益社団法人　日 本 モ ン ゴ ル 協 会

目　的

モンゴル民族の文化、社会、自然を調査研究し、その成果の紹介・普及に関する事業を

行い、日本・モンゴル両民族相互の友誼親善に寄与することを目的とする。

事　業

日本及び海外において

（1） モンゴルに関する諸般の研究、調査、内外資料の翻訳紹介、ならびに研究会・講演

会・講習会・懇親会など各種集会の開催、および定期・不定期出版物の刊行。

（2） モンゴルに関する文献資料の収集、交換。

（3）日本・モンゴル両民族相互の理解を深めるための学術、文芸、その他あらゆる分

野における交流の促進

役　員

理事長　　窪田新一

常任理事　二木博史（編集委員長）

　　　　　高野亘正（事務局長）

　　　　　由川　稔（事業総括）

理　事　　荒井幸康　　井上　治　　岩井雅之　　岡洋　樹　　金岡秀郎　　鯉渕信一

　　　　　小宮山博　　櫻井守人　　佐藤厚潮　　多田尚克　　塚田和夫　　都馬バイカル

　　　　　長岡昭宏　　柳澤　明

監　事　　倉石浩芳　　森　祐次

名誉会長　吉田順一
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